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                午前９時５８分開会 

○黒木委員長 改めまして、おはようございます。 

 ちょっと二、三分前ですが、全員おそろいになりましたので、ただいまから予算常任委員会を

開会いたします。 

 本委員会に付託されました案件の審査は、分割して行います。まず経営企画部、総務部、市民

部所管の案件について審査を行います。 

 本委員会に付託されました、経営企画部、総務部、市民部所管の案件は 

 議案第３７号  令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号） 

 議案第４５号  令和４年度牛久市一般会計補正予算（第５号） 

 以上２件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 議案第３７号について提案者の説明を求めます。経営企画部次長兼政策企画課長。 

○二野屏経営企画部次長兼政策企画課長 政策企画課の二野屏です。よろしくお願いいたします。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）のうち、政策企画課が所管する部

分につきまして御説明させていただきます。 

 補正予算書８、９ページを御覧ください。 

 歳入につきましては、款１５国庫支出金項２国庫補助金目１総務費国庫補助金節１総務管理費

補助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の２億７，１２６万７，０００円と

なります。今年度当初予算に計上しました庁舎、学校、保育園、かっぱ号などの感染症対策とし

ての消毒液購入やハートフルクーポン券事業、牛久ぐるぐる大作戦などや、今回の補正予算に計

上いたしました原油価格、物価高騰への対応としての幼稚園、小中学校給食費の保護者に対する

負担軽減事業や、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた事業者への一時金の支給など、

２４の事業に充当予定となっております。 

 続きまして、歳出になります。 

 補正予算書１２、１３ページを御覧ください。 

 款２総務費項１総務管理費目１０自治振興費節１８負担金補助０１１３公共交通事業者を支援

するの４６５万円となります。当事業は、市内に発着地がある３路線を有するバス事業者に対し

１路線当たり１００万円、市内に営業所があるタクシー事業者に対し１台当たり５万円を、燃料

費高騰等への支援として支給するものとなります。 

 最後に、補正予算書１８、１９ページを御覧ください。 

 款１３諸支出金項１基金費目２公共施設等総合管理基金費の５億円の積み増しです。これは、

実質収支の２分の１以上を基金に積み立てるという方針から、５億円を積み立てるものとなりま

す。積立後の公共施設総合管理基金残高は１５億６，２５７万２，０００円となります。 
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 説明は以上となります。 

○黒木委員長 財政課長。 

○糸賀財政課長 おはようございます。財政課糸賀です。よろしくお願いします。 

 財政課所管の補正の内容につきまして御説明いたします。 

 ８ページ、９ページを御覧ください。 

 款１９項２目１の財政調整基金繰入金につきましては、牛久市一般会計補正予算第４号の予算

調整の結果、５億３，９７９万９，０００円を財政調整基金へ繰り戻すものとなります。 

 次に、款２０項１目１の繰越金につきましては、令和３年度の実質収支額の確定によりまして、

当初予算で計上いたしました３億５，０００万円を差引きました１８億７３５万３，０００円を

増額補正するものでございます。 

 次に、１０ページ、１１ページを御覧ください。 

 款２２項１目０３の土木債につきましては、国庫補助事業費の確定に伴います改良舗装工事費

の増額によりまして３６０万円を増額補正するものでございます。 

 次に、歳出になります。 

 １２ページ、１３ページを御覧ください。 

 款２項１目１６の０１０１財政調整基金費及び０１０２減債基金費につきましては、地方財政

法の規定によりまして、実質収支の２分の１以上となります１１億円を積み立てるもののうち、

財政調整基金に２億円、減債基金に今後の繰上償還を見据え４億円を積み立てるものでございま

す。これによりまして、財政調整基金の残高見込みにつきましては、財政調整基金への繰戻しを

合わせまして２９億４，９８１万１，０００円となり、減債基金につきましては１９億３４８万

３，０００円となります。 

 以上でございます。 

○黒木委員長 総務課長。 

○橋本総務課長 総務課橋本です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、総務課所管の補正予算について御説明をいたします。 

 同じく補正予算書、ページ同じです。１２ページ、１３ページを御覧ください。 

 款２総務費項１総務管理費目１８諸費の０１０２顧問弁護士の活用と訴訟に対応するの４０７

万３，０００円でございます。 

 平成２５年に訴訟の提起がなされました損害賠償請求事件が、本年５月３１日に上告及び附帯

上告の廃却をもって決定がありまして判決が確定いたしました。保証代理人に対しまして報酬を

支払うため、予算を計上するものでございます。 

 報酬の算定につきましては、旧日本弁護士連合会弁護士報酬基準を参酌しまして、訴訟代理人

である中村弁護士と折衝をし、契約をさせていただき、本報酬額とさせていただくものです。 

 以上となります。 

○黒木委員長 管財課長。 

○小林管財課長 管財課の小林です。よろしくお願いいたします。 
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 同じく管財課のほうの補正予算について御説明いたします。 

 議案書のほうは同じく１２ページ及び１３ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 款２総務費項１総務管理費目６財産管理費０１０２庁舎を維持管理する１，３９９万１，００

０円の増額補正です。こちらは、電力供給事業者の変更によりまして不足すると見込まれる庁舎

の光熱水費、電気量、あとはガス代のほうも合わせて増額をしております。こちらは、合わせま

して１，２２７万５，０００円の増額です。 

 同じく、庁舎の太陽光発電設備の修繕工事費、こちらは１７１万６，０００円を増額するもの

です。 

 その後、同じページ、その下にございます０１０６リフレを維持管理する５４３万９，０００

円の増額補正です。こちらは庁舎と同じ理由になりますが、リフレの光熱水費の増額補正３８９

万９，０００円を増額します。 

 同じく、リフレ窓口開設準備のための備品購入費１５４万円を増額するものです。 

 説明は以上です。 

○黒木委員長 総合窓口課長。 

○川真田総合窓口課長 総合窓口課の川真田です。よろしくお願いいたします。 

 総合窓口課所管の補正予算について御説明いたします。 

 先に歳出から御説明いたします。 

 補正予算書の１２、１３ページを御覧ください。 

 款２総務費項１総務管理費目１２出張所費節１７備品購入費０１０１出張所で証明書を交付す

る、こちら備品購入費３３０万円、こちらはひたち野リフレに整備される市民窓口の番号呼出シ

ステム一式の購入費となります。 

 続きまして、その下の表になります。 

 款２総務費項３戸籍住民基本台帳費目１戸籍住民基本台帳費０１０６個人番号カードを運用す

る２９５万５，０００円、こちらはマイナポイント専任の会計年度任用職員の２名分の報酬等に

なります。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。 

 ８ページ、９ページを御覧ください。 

 上から２つ目の表で、款１５国庫支出金項２国庫補助金目１総務費国庫補助金節１備総務管理

費補助金、社会保障税番号制度システム整備費補助金（戸籍分１０分の１０）１，３９９万２，

０００円、こちらにつきましては、戸籍事務内連携のための機能をシステム整備するための補助

金で、全額国庫補助となります。このシステムの整備により、本籍地以外の市区町村の戸籍デー

タが参照できるようになります。 

 続きまして、その下、マイナポイント事業補助金１０分の１０、２９５万５，０００円、こち

らは、歳出で説明いたしましたマイナポイント専任の会計年度任用職員の報酬等の歳入となりま

す。 

 説明は以上となります。 
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○黒木委員長 デジタル推進課長。 

○大町デジタル推進課長 デジタル推進課大町です。よろしくお願いします。 

 それでは、牛久市一般会計補正予算（第４号）のうち、デジタル推進課担当箇所について御説

明いたします。 

 まず、歳入になります。 

 １０ページ、１１ページを御覧ください。 

 歳入の款２１諸収入項５雑入目１雑入のデジタル基盤改革支援補助金１，６３０万円の補正で

ございます。こちら、マイナンバーカードを用いた行政手続のオンライン化に係る基幹システム

改修費に対する地方公共団体情報システム機構からの補助金になります。 

 続きまして、歳出のほうにまいります。 

 議案資料集１２、１３ページを御覧ください。 

 歳出の款２総務費項総務管理費目電子計算費０１０４コンピューターとその周辺機器を管理す

るのうち、基幹システム改修５，１３０万８，０００円の内訳につきまして御説明いたします。 

 内容といたしましては３点ございまして、まず１点目がマイナンバーカードを用いた行政手続

のオンライン化に係る基幹システムの改修費、こちら３，５８３万１，０００円になります。２

点目が、令和５年度から運用が開始される戸籍の事務内連携に伴うシステム改修費１，３９９万

２，０００円になります。残り３点目になりますが、国の障害福祉サービスのデータベース化に

伴いまして、内側のシステム改修が必要となるということで、１４８万５，０００円を計上して

ございます。 

 続きまして、その下、備品購入費につきましては、令和５年度以降に不足が見込まれます、職

員が使用しているテレワーク対応の新クライアントパソコン２０台につきまして、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して購入するものでございます。 

 続きまして、その下、０１０５のコンピューターシステムを運用するの役務費４４万９，００

０円につきましては、電算ＯＣＲ帳票分割ブッキング業務におきまして、当初の見込みよりも単

価のほうが上昇したことによりまして、不足が見込まれますので、増額するものでございます。 

 デジタル推進課は以上になります。 

○黒木委員長 防災課長。 

○中澤防災課長 防災課中川です。よろしくお願いいたします。 

 市民部防災課所管について御説明をさせていただきます。 

 １６ページ、１７ページを御覧ください。 

 款９消防費項１消防費０１０１稲敷広域消防の運営に参加するの１８負担金及び交付金の稲敷

地方広域市町村圏事務組合消防費分布金１７４万６，０００円でございます。こちらにつきまし

ては、利根町消防署庁舎建築工事に係る増額分でございまして、当初計画より建築資材の高騰が

続いていることによる増額分でございます。負担内訳に関しましては、利根町が地元負担分、そ

れ以外を構成７市町村で、基準財政需要額割及び職員の配置割で算出された額によるものでござ

います。 
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 次に、０１０２災害に備える施設設備を維持管理するのうち１１役務費及び１７備品購入費６

３５万３，０００円でございます。こちらにつきましては、コロナの交付金により購入するもの

でございまして、携帯型ＩＰ無線を購入するもので、災害時に避難所や関係職員の連絡用として

購入するものでございます。 

 次に、０１０３自主防災組織を育成するのうち１８負担金及び交付金１１０万円でございます。

こちらにつきましては、桂行政区が自主防災組織を今年度結成したいという御要望がございまし

たので、それに対応するものでございます。本来であれば前年度、昨年度結成予定でございまし

たが、コロナの感染防止により行政区内での意見調整等ができなかったために、今年度になった

ものでございます。 

 最後になります。０１０５防災資機材や備蓄品を購入し管理するのうち１０需用費１７備品購

入費５７２万９，０００円でございます。こちらにつきましても、コロナの交付金により購入す

るものでございまして、代表的なものは、避難所で使用するパーテーション、テント、不織布ガ

ウン等でございます。 

 説明は以上になります。 

○黒木委員長 ほかに執行部の御説明はありませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 提案者の説明は以上でありますので、これより議事第３７号に対する質疑及び意

見を行います。質疑及び意見のある方はご発言願います。石原委員。 

○石原委員 ２点ほどお尋ねいたします。 

 ともに１３ページでございます。 

 まず１つ目、公共交通支援の問題で、３路線に対して支援をするということでございますが、

具体的な支援先とそれぞれの支援金額を明示していただきたいと思います。 

 それから、同じページ、２つ目は、顧問弁護士の件でございますが、御説明によりますと、５

月に結審をしたということでございますが、その金額、なぜこの時期までずれ込んだのかという

ことについてお尋ねをいたしたいと思います。 

 以上です。 

○黒木委員長 経営企画部次長兼政策課長。 

○二野屏経営企画部次長兼政策企画課長 バスのほうの補助金につきましては、予定しているの

は牛久市を発車して牛久市が着となる３路線、いずれも関東鉄道株式会社が運営する路線バス３

路線、おのおの１００万円で、３路線で３００万円を予定しております。 

○黒木委員長 総務課長。 

○橋本総務課長 総務課です。 

 今回の報酬につきましては、訴訟代理人である弁護士の方と相談をしまして、そもそも報酬に

ついては全く予算計上してございませんでしたので、本定例会で補正予算を計上させていただき、

報酬をお支払いするということで、先生と協議させていただいたものです。 

 以上です。 
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○黒木委員長 石原委員。 

○石原委員 一つ聞き忘れたことがあるんですが、ごめんなさい。まず公共交通の件ですが、関

鉄ということで、分かりました。 

 タクシー会社にも何か支援をするということだったのですが、これは牛タクということの理解

でいいのかどうかということが一つ。 

 それから、もう一つは、公共交通に関して、この支援対象というか支援金というのは今回だけ

の事業に限定されるのか、それとも今後も検討しているのかどうか。この点について明確にして

いただきたいと思います。 

 それから、訴訟の件でございますが、そもそも計上をしていなかったということなんですが、

なぜそもそもその計上をしていなかったのか、この点について再度お尋ねをいたします。 

○黒木委員長 経営企画部次長兼政策企画課長。 

○二野屏経営企画部次長兼政策企画課長 お答えします。 

 今回タクシーについての助成については、あくまで民間のタクシー会社、市内にある３社です。

そちらに対する燃料費高騰分ということでの、合計３３台分の補助を予算計上しております。 

 この補助の今後につきましてということなんですけれども、今後につきましては、今回は物価

高騰分ということで行いましたので、来年度以降は、現在のところは考えておりません。 

 以上です。 

○黒木委員長 総務課長。 

○橋本総務課長 弁護士の報酬算定に当たりましては、牛久市が訴えられた額に対しましてどれ

だけ負担をせずに済んだかという言い方でいいでしょうか、成功報酬というところから報酬額を

決めていくのが旧日本弁護士連合会の報酬基準で定められておりました。今回上告、牛久市は附

帯上告でしたけれども、この裁判所の判断によりましては上告審が開かれる可能性もございまし

たし、高等裁判所に差し戻されて審理やり直しという可能性もありましたし、今回のように棄却

されたという決定がなされるという３パターンの想定がありましたので、これはやはり裁判所の

判断を待ちませんと、裁判が終了するか見込むことができませんので、報酬についての予算計上

は困難と考えております。 

○黒木委員長 石原委員。 

○石原委員 それでは、一点だけ再度お尋ねします。 

 公共交通の件ですが、民間のタクシー会社ということなんですが、３社の名前を明示いただけ

ますか。 

○黒木委員長 経営企画部次長兼政策企画課長。 

○二野屏経営企画部次長兼政策企画課長 タクシー会社３社の名前につきましては、関鉄タクシ

ー、落合交通、荒川沖ハイヤーの３業者となります。 

 以上です。 

○黒木委員長 よろしいですか。（「分かりました」の声あり） 

 ほかに質疑、意見のある方。北島委員。 



 

 - 11 - 

○北島委員 庁舎を維持管理するというところで、電力そしてガスの値上がり分、計上あります

けれども、これは、ほかの課にわたって、全体的に、あちこちに計上されているんですけれども、

市全体が、学校も含めて、トータルどれだけ、それぞれのところでどれだけというのは、そうい

う資料は作成すること可能ですか。ぜひ見たいと思っているんですが。 

○黒木委員長 財政課長。 

○糸賀財政課長 先ほどの電気料の件ですけれども、今回補正予算書に、それぞれの事業費目ご

とに載ってございます。それ以上に詳しい資料となると、各学校ごとという形も欲しいというこ

とですか。であれば、今回の補正予算書に光熱水費、需用費という形で載っていますけれども、

それと別に、もっと詳しいということですよね。であれば、出すことは可能です。 

○黒木委員長 北島議員。 

○北島委員 ぜひ、まとめて出していただければありがたいです。 

 それから、先ほどデジタル基盤改革支援補助金、マイナンバーカード、オンライン化というこ

とで補助金が出されて、その支出も計上されていますけれども、このことによってどういう利便

性が上がるのかということと、もう一つは、マイナンバーの推進のために最近出前というか、出

ていってマイナンバーカードの登録手続を進めていますけれども、それについては新たな費用が

必要だったかどうか。その２点をお願いします。 

○黒木委員長 デジタル推進課長。 

○大町デジタル推進課長 デジタル推進課大町です。北島委員の御質問にお答えします。 

 マイナンバーカードを利用したオンラインでの手続につきましては、国のほうで令和４年度中

に介護と子育ての２６手続についてはマイナンバーカードを利用して、オンラインで手続が可能

になるように、全国の自治体で原則それを導入しなさいというふうになっておりまして、実際牛

久市でも茨城電子申請届出サービスのほうで、今オンラインで申請をできるように進めています。

その中で、茨城電子申請届出サービスとマイナンバーカードを利用して申請ができるようにする

ために、マイナポータルと連携させて、そのマイナポータルから牛久市の基幹システムのほうに

情報を連携させて、申請情報を牛久市の基幹システムのほうに受付するようなシステムを今回構

築するようになります。 

 利用者にとっては、オンラインで手続ができるという利便性の向上と、あと市の設備側としま

しては、システムで受付をできることによりまして業務の効率化が図られるというものでござい

ます。 

 以上です。 

○黒木委員長 総合窓口課長。 

○川真田総合窓口課長 お答えいたします。 

 マイナンバーの出張申請について、新たな費用は発生しておりません。必要な機材自体を貸し

出しております。大規模な出張申請につきましては、先月つくばイオンで開催したものがありま

すので、それを各市町村で希望のほうを募ったりですとか、事前に打合せを重ねまして、集客施

設のほうに出張し、申請を推進していきたいと考えております。 
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 あと、マイナンバーカード自体についてちょっと詳しく御説明したいと思います。市民にとっ

ても非常に利便性の高まる事業でございまして、例えば婚姻届けを出すときに、それまでの戸籍

謄本をとっていたと思うんですけれども、そちらにつきまして不要になったりとか、あと公的な

証明書が必要な場合、とれる範囲というのは定められてはいるのですけれども、今まで郵送でと

るしかなかったものが、郵送によらなくてもとれるようになったりとか、市民にとっても利便性

は高まるものと思われます。 

 以上となります。 

○黒木委員長 北島委員。 

○北島委員 今の件ですけれども、私ども前からずっと言っているんですが、個人情報、プライ

バシーの保護の観点から、セキュリティーはどのようになっているのか。例えば、カードと登録

の番号が分かれば誰でもできるというふうになるのかどうか。そうだと、セキュリティー上、一

番最初の入り口で穴があるとしか言いようがないんですけれども、どうでしょうか。 

○黒木委員長 デジタル推進課長。 

○大町デジタル推進課長 それでは、御質問にお答えします。 

 委員おっしゃったとおり、カードとＩＤ番号と暗証番号が分かってしまえば、手続というのは

できるというのは確かなんですけれども、通常ＩＤとパスワードというのは本人しか知り得ない

情報になっておりますので、それでセキュリティーが担保されていると考えております。 

 よく、クレジットカードとかでも同じだと思うんですけれども、その番号自体は本人しか知り

得ない情報として認識しております。 

 以上です。 

○黒木委員長 北島委員。 

○北島委員 最近の詐欺は、手口が非常に巧妙になっております。ですから、銀行のキャッシュ

カード等を預かって、そして番号は本人から何らかの形で聞き出すということで、被害はもう相

当あるわけです。マイナンバーカードのこのデジタル申請についてもそういうことが起こりかね

ないだろうというふうに予測します。その対策として、市民に注意喚起を、これ十分やる必要が

あると思うんですが、いかがでしょうか。 

○黒木委員長 総合窓口課長。 

○川真田総合窓口課長 お答えいたします。 

 マイナンバーカードを交付するときには、もちろんセキュリティーの話もするんですけれども、

暗証番号はもう絶対に人に教えるものではないっていうことを、お話はしていますが、実はこの

暗証番号も、なかなか覚えていない方もいらっしゃるので、再設定に来る方もいらっしゃるんで

す。また、そのときに、またくれぐれもっていう話はして、粘り強く話していくしかないかとは

思うんですけれども。 

○黒木委員長 北島委員。 

○北島委員 高齢者とか、あるいは軽く認知症になっている人たちというのは私の身近なところ

にもいるのですが、あっさりと教えてしまうんです。そういう危険があります。だから、皆さん
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命の次に大事という言葉をよく言いますが、命より大事になるんですよね、実は。この２つあれ

ば何でもできる。財産すっかりとられるいうことも可能なんですよね、実際には。いろいろな証

明書が全部手に入るわけですから。そういったことは、やはりこんな危険があるんだということ

を、やはり単に絶対知らせては駄目ということ以外に、しっかりとやってほしいと思います。そ

ういうことをお願いしまして、終わります。 

○黒木委員長 市川委員。 

○市川委員 それでは、３点お聞きします。 

 庁舎を維持管理する中で、ある自治体では、太陽光発電をやっていた会社が経営破綻したと。

そこで、大幅に補正予算を組まなきゃならなくなったというふうな実例が出ております。改定料

金が大幅に上がってしまったと。そのようなことが、まず牛久市としては対応、対策、どのよう

にしているのかということと、あと今個人番号のカードが出ていましたが、総務省から、多分直

接マイナンバーカードを登録していない方のところには来ていると思うんです。それに対して、

牛久市とリンクをしているのかどうか。 

 もう一点は、防災無線デジタル化によって、現段階における状況、進捗をお聞きしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○黒木委員長 総合窓口課長。 

○川真田総合窓口課長 お答えいたします。 

 総務省からの白い封筒で何回か送られてきているものです。あちらについては、いついつ時点

ということで、Ｊ-ＬＩＳで切り出しをしていて、それで送られてきているようです。 

 確かに申請するのはとても簡単なので、連日その封筒を持ってたくさんの方がみえております。

それと、テレビコマーシャルでマイナポイントの話もしているので、それも相まって、その白い

封筒を手に持って来ている方もたくさんいらしておりますので、リンクをしていると言えば、連

携をして交付に当たっているというようなイメージでございます。よろしいでしょうか。 

○黒木委員長 防災課長。 

○中澤防災課長 御質問にお答えをさせていただきます。 

 防災無線の進捗ということでございましたが、現在、各防災無線の音の到達と設置の前の段階

での調査、検討をしているところでございます。その中には、当然今１１４基ある子局の場所の

再選定、あるいは現状の確認及び親機、要は母体となる情報発信をする親機の製造及び、あとは

デジタルの電波体の免許の申請、そういったことも今やってございます。 

 さらには、以前議会のほうで答弁もさせていただいたように、防災アプリケーションの内容の

精査です。導入に向けての検討を行っているところでございます。 

 以上です。 

○黒木委員長 管財課長。 

○小林管財課長 ただいまの御質問ですが、今回の増額補正の要因としましては、以前ミツウロ

コグリーンエネルギーから牛久市は電力を購入しておりました。今回、東京電力パワーグリッド
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の提供する電気最終保障制度に移行したということが大きな要因になっているのですが、今の市

川委員の御質問の趣旨というのは、今私が例に出した、ミツウロコが破産した場合のことでよろ

しいですか。 

○黒木委員長 再度、市川委員。 

○市川委員 いわゆる固有名詞は、私は出すつもりないんです。ただ、ある自治体ではそういう

ことがあって、大幅に制度のその見直しをしなきゃならなくなったというのが、現実あったと。

では、それに対して牛久市としてはどのような、もし今東電ということであれば、そういうこと

はないと思いますが、そのような想定をされているのかどうか、予防策ですよね。今後どのよう

な形になるか分からないのでっていうことでお聞きをした、以上です。 

 あと、ついでに言っちゃいますけれども、個人番号のほうは、いわゆる総務省のほうは勝手に

送ってきちゃってるのか。要は、牛久市が把握していない中で、総務省が勝手に送って、それ後

は、送られた個人は多分役所のほうに行っちゃうと思うんです。そこら辺の連携がどうなってい

るのかっていうこと。 

 あと、防災無線は、今１１４基のうち、現在何基ぐらいまで進んでいるのかどうかということ

をちょっと補足としてお聞きします。 

○黒木委員長 総合窓口課長。 

○川真田総合窓口課長 お答えいたします。 

 例えば、後期高齢の方で、申請していない方について一斉に送ったときもそうなんですが、申

請をしていない方については、データの切り出しを市のほうでいたしまして、それを送って発送

というふうな流れがあります。なので、これまで３回ほど白い封筒を送る作業が総務省からあっ

たと思うんですけれども、いずれにしても、そのデータを切り出して、受渡しをした上で受けて

いるということだと、受けております。 

 以上です。 

○黒木委員長 防災課長。 

○中澤防災課長 再度の御質問にお答えいたします。 

 現在、先ほども申し上げましたとおり、デジタル化に向けて親機の製造をしているところでご

ざいます。親の機械がデジタル化になった後に子局をデジタル化対応のものに変えていくという

ところでございまして、現在はまだ、一本もという言い方は変ですけれども、デジタル化の子局

は設置してございません。 

 以上になります。 

○黒木委員長 財政課長。 

○糸賀財政課長 電力の件ですけれども、確かに今回、先ほど管材課長からありましたとおり、

電力自由化に伴いまして、高圧電力につきましては、格安のほうの電力会社に今流れている状況

です。ただ、それが、今後継続が難しいって話が出ていまして、それに伴いまして、先ほどあり

ました最終保障契約のほうに移行するという形が今とられています。その関係上、今回の電気料

金につきましては、全体では補正後の額、２億２，３２０万３，０００円の要求をしてございま
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す。 

 今後の動向につきましては、環境政策課のほうの新エネルギー対策室もございますけれども、

その最終保障契約につきましてどのようになっていくのかというのを、動向を注視している状況

で、ほかの施設もその動向を見ている状況でございます。 

 以上でございます。 

○黒木委員長 先ほどの防災無線のデジタル化というのは今回の補正のほうに上がっていないの

で、ちょっと拡大質問じゃなくて、議案に沿った形でっていうふうに今執行部のほうから要請が

ありましたので、その辺気をつけて皆さん質疑、または御意見なさるようにお願いしたいと思い

ます。 

 ほかに、池辺委員。 

○池辺委員 おはようございます。 

 ２点、質問させていただきます。 

 マイナポイント事業の補助金っていうやつで、先ほどこれ人件費２人分っていう形で御説明受

けたと思うんですけれども、牛久市はマイナンバーカードの交付率がかなり高いということを伺

っていて、私はこれ本当に便利で、すごくいいと私は思っていて、もうどんどんつくってもらい

たいと私は思っているほうなんですけれども、これ例えば２人もやはり雇って、マイナポイント

をやることを、多分やっていただいていると思うんですけれども、市民の、よく分からない方に

説明するのに多分この２人を入れていると思うんですけれども、実際今新しく、新規でやられて、

その２人を使ってまでやらなきゃいけないぐらい多分忙しいと思うんです。どのぐらい、では牛

久市は、実際そういうふうになってから来ているのか、新たにつくっているのかということと、

あともう一点、以前に例えばマイナンバーカードをつくった方にちょっと言われたんですけれど

も、マイナポイントをもらわなかったなんて言っている方が、これちょっと関連質問になっちゃ

うんですけれども、それ例えば今申請してもらえるのかっていうことをちょっと聞かれたので、

それはちょっと関連で、すみません。 

 あと、もう一点は、電気料のことで、この維持管理ということで、いろいろ施設、市役所とか

庁舎の維持管理ということ、今までも出ていますけれども、これ例えば、もちろんその金額が安

いところを例えば狙って多分あれしているんでしょうけれども、実質その電気が来るとか来ない

とかのいろいろな問題になった場合に、大本の、例えば東京電力と契約を今までどおり結んで、

きちんとした形でやったほうが何か安全なのかみたいな、金額どうこうよりも、その辺のことと

いうのは考えないのかということを、金額だけではなくて、やはりもう一番の要になるところで

すから、その辺の考えはこれからあるのかっていうことで。だから、そういうふうに、新しいと

ころは新しいところにやっている変更理由っていうのは、その金額だけでやっているのか、その

辺のところをちょっと聞きたいと思っています。お願いします。 

○黒木委員長 総合窓口課長。 

 答弁に関しましては、今お応えできる範囲で、関連がどうしても拡大してしまいそうなので、

一応議案に沿った形で、答弁できる範囲内で答弁をお願いしたいと思います。 
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○川真田総合窓口課長 お答えいたします。 

 ８月からマイナポイント、２名分の職員、会計年度職員にマイナポイントのみをやっていただ

いているところです。大体、総合窓口で、マイナンバーカード関連の客は、大体１日100名ぐらい

来ているところです。そのうち、その半分ぐらいがマイナポイントの関連ということになってい

くわけです。 

 国の広報と、あとテレビコマーシャルでもやっているんですが、マイナンバーカードの申請が

９月いっぱいまで、マイナポイントの申請は来年の２月まで、こんなふうに２つの期限が混同さ

れているものですから、今９月が非常に混乱した状態で、皆さん殺到しているわけです。 

 マイナポイントも全て、5000ポイント、7500ポイント、7500ポイント、この３つの作業をやる

と、全てやるとなると大体１時間かかってしまうんです。高齢者の方は、やはり操作が不慣れな

上に、なかなか暗証番号も思い出せなかったりとか、本当にそういったことで１時間以上かかっ

てしまう方もいるわけなんです。なので２人の職員を雇うように、職場の現在の職員ではやりき

れないので、やることにした次第です。 

 ポイントの申請期限は来年の２月末までなので、まだまだこちらのほうではリスクになってし

まう状況を見ながらなんですけれども、何時間も待つようでしたら、２月末まであるので、ぜひ

少し窓口のところにいらしてもいいんじゃないでしょうかみたいな御案内も合わせてしている状

況です。 

○黒木委員長 財政課長。 

○糸賀財政課長 電気料の関係なんですが、確かに電力自由化が始まって、東京電力を使ってほ

しいということにつきましては、その当時入札を行って、安いところから契約して、料金的に抑

制している。ただ、燃料とかが高騰して、その格安のところ、再度契約が難しい、そういったと

きに、東京電力に切り替えるといったときに、東京電力については契約していませんという形に

今なっている状況なので、それが最終保障契約、電力のほうは、引き続き供給はします。ただ、

本契約を結ぶわけではなくて、最終保障契約という条項、それに基づきまして、電力は供給しま

すという条項ということで、今後また東京電力に戻すということは、難しいということでござい

ます。 

○黒木委員長 池辺委員。 

○池辺委員 御答弁ありがとうございます。 

 契約会社を東京電力から変更したというのは、その入札で金額が安いからそっちのほうにした

というのは今理解したんですけれども、それから、今から東京電力に再度戻すということはでき

ないということなんですか。今の段階ではできないと、それはもう東京電力側から、牛久市ばか

りではなくて、もう一度そういうふうにしちゃったら戻せないっていう形で受け取ってよろしい

ですか。 

○黒木委員長 財政課長。 

○糸賀財政課長 今の段階では、東京電力からは戻せないという形で考えております。 

 以上です。 
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○黒木委員長 ほかに質疑、御意見のある方ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で議案第３７号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第４５号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

 議案第４５号について提案者の説明を求めます。財政課長。 

○糸賀財政課長 財政課の糸賀です。よろしくお願いいたします。 

 議案第４５号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第５号）のうち財政課所管分の内容につい

て御説明いたします。 

 ６ページ、７ページを御覧ください。 

 款１９項２目１の財政調整基金繰入金につきましては、牛久市一般会計補正予算（第５号）の

予算調整の結果、３，１７５万４，０００円を財政調整基金から繰入れるものでございまして、

これによりまして、財政調整基金の残高のほうにつきましては２９億１，８０５万７，０００円

となります。 

 以上でございます。 

○黒木委員長 これより議案第４５号に対する質疑及び意見を行います。 

 質疑及び意見のある方は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で、経営企画部、総務部、市民部所管の質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで、執行部説明員の入替えを行いますので、暫時休憩いたします。再開は１１時としたい

と思います。 

午前１０時５４分休憩 

                                    

午前１１時００分開議 

○黒木委員長 全員おそろいのようなので、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、教育委員会所管の案件について審査を行います。 

 本委員会に付託されました教育委員会所管の案件は 

 議案第３７号  令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号） 

 以上１件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 議案第３７号について提案者の説明を求めます。教育委員会次長兼学校教育課長。 

○川真田教育委員会次長兼学校教育課長 おはようございます。学校教育課川真田です。よろし

くお願いいたします。 

 一般会計補正予算（第４号）のうち、学校教育課所管について御説明いたします。 
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 まず、予算書の１６、１７ページ、下から２段目の表になりまして、小学校費になります。 

 ０１０３小学校管理運営するの、まず需用費３，０２７万７，０００円につきましては、近年

の光熱水費等の値上げによる不足分の計上でございます。 

 その下、工事請負費の維持補修工事について、４，０００万円につきましては、プールの老朽

化に伴いまして、来年度プール事業を実施するに当たり、市内の５校のプールについて、８００

万円ずつの修繕料を見ております。 

 その下、中学校費の０１０４中学校を管理運営するの１，９５９万４，０００円、こちらにつ

きましても小学校同様、光熱水費の値上げに対する不足分の計上でございます。 

 その下、０１０５中学校施設を改修する。施設整備工事として９９８万８，０００円の計上、

これにつきましては、最近行いました各学校の遊具の点検調査、毎年行っております。その中で、

下根中学校のバックネットが危険というふうな判定が下されたことによりまして、バックネット

の取替えのための工事でございます。 

 次のページに行きまして、１８、１９ページ、一番上の枠になります。幼稚園費の、まず０１

０３市立幼稚園を管理運営するになります。こちらにつきましては、まず需用費の３２万３，０

００円につきましては、光熱水費の不足分でございます。 

 １４の工事請負費、施設等整備工事、こちらにつきましては、来年４月から第一幼稚園に３歳

児保育の枠を設けまして、募集を始めたところでございます。それに対応するための、若干の施

設内の配置替え等の工事及び必要な備品等の購入でございます。 

 その下に行きまして、下から２つ目の枠、保健体育費の中で、一番下の事業になります。０１

０１の自校式学校給食を運営する、３，８０９万２，０００円、こちらにつきましては、近年の

物価高騰等によります食材費の値上がりに対しまして、年間の給食費の１０％分ということで、

食材費の値上がり分を見ております。物価高騰分を保護者負担とするのではなく、公費の投入と

いうことで、新型コロナウイルス関連の臨時交付金を投入しての計上になります。 

 以上です。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼スポーツ推進課長。 

○高橋教育委員会次長兼スポーツ推進課長 スポーツ推進課高橋です。よろしくお願いいたしま

す。 

 私のほうから、スポーツ推進課所管の補正事業について御説明を申し上げます。 

 歳出のほうになります。 

 １８、１９ページを御覧ください。 

 ３つ目の表になります。 

 款１０教育費項６保健体育費目１保健体育総務費０１１３地域部活動を推進する、２３７万４，

０００円の増額になります。こちらにつきましては、来年度から段階的に始まります学校部活動

の地域移行に向けたモデル事業ということで、県のほうから委託を受ける形で、モデル事業の実

施をすることとなったものでございます。 

 内容としましては、今回モデルということで、野球、サッカー、女子バレー、こちらの３つを
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対象に、モデル事業を委託する形をとりたいというふうに思っております。 

 このモデル事業の中では、令和５年度以降に進めていく休日の部活動の移行について、その進

め方であったり、あとは実際に学校関係者、それから地域のスポーツ団体などから意見をいただ

く機会を設ける、また実際に受けてみた生徒や保護者、学校の先生方からアンケート調査などを

行い、今後の進め方を検討するためにモデルとして実施する委託料になっております。 

 こちらの財源につきましては、８ページ、９ページのほうを御覧ください。県のモデル事業と

いうことで採択を受けておりまして、ちょうど真ん中ぐらいになります。款１６県支出金項２県

補助金目６教育費県補助金１７４万８，０００円、こちらが県のほうからの補助金ということで

決定している額となっております。 

 また、一番下になります。款２１諸収入項５雑入目３雑入、こちらの受講料材料費ということ

で、地域部活動参加費、こちらのほうが、今回のこのモデル事業で行う事業というのが、学校を

部活動とは完全に切離した形で、指導者を派遣するような形になっていきます。モデルとして今

回実施するに当たりまして、受益者負担ということで考えております。その受益者負担の金額と

して６２万５，０００円を想定し、歳入として見て、今回増額のほうをさせていただいておりま

す。 

 １８、１９ページのほうにお戻りください。 

 続きまして、３段目の表になります。 

 款１０教育費項６保健体育費目２体育施設費０１０２牛久運動公園を維持管理する、こちら需

用費と負担金補助及び交付金ということで上げさせていただいております。このうち負担金補助

及び交付金のほうなんですけれども、こちらにつきましては、この秋以降に稼働を予定しており

ます牛久市独自の公共施設予約システム、スポーツ施設の予約システムのほうを、中央生涯学習

センターの予約システムと同一のものにするということで今進めているのですけれども、それに

入ることによりまして、現在使用している県のシステム、こちらから脱退をする形をとりたいと

思っております。 

 こちらの県のシステムにつきましては、茨城県の茨城公共施設予約システム整備運営協議会、

こちらがシステム会社と契約をしているのですけれども、この契約が複数年、５年間の契約をし

ておりまして、今回牛久市が脱退することで、令和８年８月までがこの県のシステムの契約期間

ということで、こちらの負担、本来牛久市がそのまま使えば負担する分というのが、今回牛久市

が抜けるということで、他市町村の負担にならないようにということで、協議会の中で、脱退す

るに当たっては、この令和８年８月までの負担分を一括でお支払いしていただきたいということ

がありましたので、そちらの金額のほうの計上となっております。 

 その同じ表の中の０１０４奥野運動広場を管理運営する、０１０５牛久運動広場を管理運営す

る、ともに需用費になります。こちらは、先ほどの０１０２牛久運動公園を維持管理するの需用

費を含めまして、昨今の電力高騰、電気料の高騰等に伴います電気料の増額の補正の計上となっ

ております。 

 私のほうからは以上になります。 
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○黒木委員長 教育企画課長。 

○吉田教育企画課長 教育企画課吉田です。教育企画課所管の補正内容について説明いたします。 

 同じく、１８ページ、１９ページです。 

 中ほどの上から２番目の枠、款１０教育費項５社会教育費目１社会教育総務費０１２９児童ク

ラブを運営するの需用費となっておりますが、こちらは児童クラブの電気料について、昨今の原

油価格、物価高騰に伴う電気料不足見込みによる９７万３，０００円の増額補正となります。 

 以上です。 

○黒木委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 文化芸術課糸賀です。 

 １８、１９ページを御覧いただきたいと思います。 

 文化芸術課所管の補正予算について御説明させていただきます。 

 上から２番目の社会教育費の枠の０１０２文化財を保護継承して活用するの２１５万４，００

０円の不動産鑑定料でございますが、これまで市が有する文化財の全体の保存活用計画というの

はございましたが、国指定重要文化財でありますシャトーカミヤの文化財に特化した保存活用計

画がなかったために、文化庁からも策定するように指導を受けているところでございました。そ

れを受けまして、今後シャトーに特化した部分の保存活用計画策定のために、資産価値を含めま

した調査を行うために、シャトー等全体の土地、建物について不動産鑑定を行うものでございま

す。 

 その下でございますが、１つ抜きまして、０１３３の住井すゑ文学館を公開活用するの２３万

２，０００円及び０１３９の旧岡田小学校女化分校を管理するの１０万４，０００円につきまし

ては、施設の電気料等の高騰による不足分の補正となっております。 

 以上です。 

○黒木委員長 生涯学習課長兼中央図書館長。 

○斎藤生涯学習課長兼中央図書館長 生涯学習課兼中央図書館の斎藤です。よろしくお願いいた

します。 

 私のほうからは、同じく補正予算のうち、生涯学習課及び中央図書館担当箇所、増額補正４件

について御説明をいたします。 

 議案資料は同じく１８、１９ページとなります。 

 まず、生涯学習課分です。 

 款１０教育費項５社会教育費目２生涯学習センター費０１０２中央生涯学習センターを管理運

営するの需用費９７１万円、その下、０１０４奥野生涯学習センターを管理運営するの需用費１

５６万６，０００円、その下、０１０５三日月橋生涯学習センターを管理運営するの需用費１０

５万２，０００円の増額補正で、いずれも電気料金の高騰により予算の不足が生じるため計上す

るものでございます。 

 続きまして、その下、中央図書館分です。 

 款項同じく目３図書館費０１０２図書館施設を維持管理するの需用費３９４万円の増額補正で
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ございます。同じく、電気料金の高騰によるものです。 

 私からは以上です。 

○黒木委員長 以上で執行部のほうの説明は終わりました。 

 これより、議案第３７号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は御発言願

います。石原委員。 

○石原委員 ２つほどお願いしたいと思います。 

 スポーツ推進課長のほうから、県のモデル事業ということで部活動のお話がございましたが、

これは中学校全体、市内の中学校全体をモデルとして、対象としているのか、それともどれとど

れというふうに指定して学校をやるのか、その点について明確にしていただきたいと思います。 

 それから、文化芸術課長にお尋ねします。文化財の保護ということで、シャトーに特化しての

予算ということでございますが、もう少し特化、シャトーに特化をした背景とか理由というのを

御説明いただければいうふうに思います。 

 以上でございます。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼スポーツ推進課長。 

○高橋教育委員会次長兼スポーツ推進課長 それでは、ただいまの石原委員の御質問にお答えい

たします。 

 今回のモデルというのは、全学校を対象としたものではなく、ある種目の部活動を対象にさせ

ていただきたいと思っております。それが野球部、サッカー部、女子バレー部で、その部活の一

応市内の中学生、その部に所属している子供たちは全員を対象にしようと思っております。 

 活動場所につきましては、野球部であれば、現在、今想定しているのは、ひたち野うしく小学

校とか中学校のグラウンドをお借りして、そこに市内の各野球部員、集まっていただいて、合同

で行う。サッカーであれば牛久一中とかっていうことで、各学校を指定させていただいて、そこ

に皆さんが集まっていただくという形を、現時点で、モデルとしてやろうとしております。 

 以上です。 

○黒木委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 石原委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 特化した理由、背景ということでございますが、まず牛久シャトー、国の指定重要文化財とな

っている部分があるんですけれども、こういった部分が、例えば天災ですとか地震で大きな被害

を受けてしまったとき、当然国庫補助金などを申請するようになると思うんですけれども、この

国庫補助金を申請する際に、もう計画を策定しているということが前提となってまいります。細

かい計画までは策定しておりませんでしたので、やはりそれは早急の課題ということで、先ほど

も申し上げましたように、文化庁のほうからもつくるようにという指導を受けたということもご

ざいます。 

 そして、もう一つの理由、目的としてあるのは、今国のほうが、文化財は保存から活用へ大き

くかじとりをしているところでございますので、活用に向けても、いろいろな可能性を探るため

にも、活用、保存計画の策定の必要性ということで、今回補正を上げさせていただいております。 
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 以上です。 

○黒木委員長 石原委員。 

○石原委員 まずスポーツのほう、部活動のほうなんですが、内容は分かりました。 

 それで、これは事業の執行期間っていうか時間的な問題、これいつ頃、今年度内なのか、それ

とも次年度、もしくは次年度以降とか、どのぐらいを予定しているのか。この点を明確にしてい

ただきたいと思います。 

 それから、文化財の保護に関して、鑑定をするということなんですけれども、それ鑑定結果と

いうのはいつ頃出てくるものなのか、分かっていればお示しを願えればと思います。 

 以上でございます。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼スポーツ推進課長。 

○高橋教育委員会次長兼スポーツ推進課長 再度の御質問にお答えいたします。 

 この事業は、今年度、令和４年度に行うものになります。本議会終了後、直ちに委託契約を行

い、そこから参加する生徒の募集などを行いまして、１１月の初旬から２月終わり、もしくは３

月の頭までを現時点では想定しております。 

 以上です。 

○黒木委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 再度の御質問にお答えしていきたいと思います。 

 こちらの補正がつきましたら速やかに鑑定のほうに出す予定でおりますが、鑑定結果の出る時

期につきましては、まだ未定となっております。 

 以上です。 

○黒木委員長 ほかに、藤田委員。 

○藤田委員 それでは、幼稚園、市立幼稚園の管理運営の中の施設整備工事、配置換えというこ

とで、もうそろそろ工事が始まるというので、どういうふうなレイアウトでお部屋が変わってい

くのか、もっと詳しくお願いします。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼学校教育課長。 

○川真田教育委員会次長兼学校教育課長 レイアウトの工事なんですが、本当に簡単なものにな

ります。 

 今現在保育していることもありますので、今回は増えるのが、３歳児の保育室を増やすという

ことなんですが、職員室のほうを転用するということを考えております。ただ、職員室内にはい

ろいろ管理の、火災報知機の関係のパネルであったりとか、そういったエリアがありますので、

その部分の数メートルに対して仕切り壁をつけるということで考えております。 

 今仕切り壁まで、上までやっちゃうとちょっと圧迫感があるかということで、子供たちが行け

ない程度の腰壁でもいいんじゃないかというところの検討も今行っているところです。 

 やるのは春休みのちょっと前ぐらいになるかと思います。併せて物置を一つ外に造りまして、

備品関係でそういうものを出して、先生方のバックヤードをちょっと確保しようというふうな考

えです。 
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 以上です。 

○黒木委員長 藤田委員。 

○藤田委員 職員の、職員室がなくなって、職員は今度どこで休憩等をとるのか、また担任であ

ればお部屋っていう考えもあるんですけれども、それ以外の職員はどのようにその時間を過ごし

ていくのか。細かいことなんですけれども、やはり職員を守るっていうところも、やはり休憩時

間をとらせるっていうことも必要なことでもあると思いますので、その辺の過ごし方を教えてく

ださい。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼学校教育課長。 

○川真田教育委員会次長兼学校教育課長 限られたスペースの中、割り振りますので、若干職員

の皆さんには、ちょっと今までより不自由な部分が出るかと思います。 

 バックヤードとしてあるのは、一つは職員室の隣の細長い部分がありまして、倉庫だったので

すが、そこを着替えとかロッカールーム程度にできるかと思っております。 

 あともう一つ、相談室ということで、狭いスペースですがありますので、そこは園長の机及び、

あとソファーが２つぐらい置けるかということで、あとは具合悪くなったお子さんを寝かせるた

めのスペースということで考えております。 

 いずれにしても、子供たちがいる間は交代制でしか、仮に休憩をとるとしてもとれないという

のが今現状でございますので、そういった中で、そういったバックヤードで休んでいただくとい

う形を考えております。 

○黒木委員長 ほかに質疑、甲斐委員。 

○甲斐委員 よろしくお願いします。２件質問します。 

 まず、プールの老朽化の８００万円、５校の件なんですけれども、ちょっと勉強会のときお聞

きするの忘れちゃったんですけれども、これまでの一般質問ですと、中学校のみならず小学校も

集約化を取り組んでいく方向性だと何度も御答弁をされていらっしゃいますが、今回８００万円

を掛けるその工事内容の細かいところと、また工事をしてしまったら、その集約化がいつになる

のかっていう、せっかくお金をかけていくのですからもったいないということで、使っていくと

思うんですけれども、集約化の事業計画の今後の見込みがあれば再度御説明を受けたいと思いま

す。 

 それと、自校式の学校給食のほうの３，８００万円なんですけれども、ちょっと私聞き漏れち

ゃって、もうちょっと詳しく内容を再確認したいと思いますので、２点よろしくお願いします。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼学校教育課長。 

○川真田教育委員会次長兼学校教育課長 甲斐委員の御質問にお答えいたします。 

 まずプールのほうなんですが、これまで委員会等でも聞かれた場合に、方向性としては、やは

り最終的には集約化というところでお答えしているところです。その方向性は変わらない形にな

ると思いますが、今ちょうどスポーツ振興の計画もつくっている中で、そこで合わせて考えてい

こうということでございます。 

 今回上げた費用については、当面、来年度実施しようというふうに考えた場合、プールのプー
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ルサイド、あとプールの水槽の中、ちょっと塗装とかそういったものがもう割れたりして、ほか

の、他市町村でちょっと大人数けがしただとかいうニュース等もありまして、うちのほうでも点

検したところ、やはりちょっと、少し手を加えておいてほうがいいだろうということでの、１校

当たり８００万円の５校分でございます。 

 これによって、５校がずっと未来永劫使えるかというと、やはりちょっと無理がありますので、

当然最終的には集約化というほうも並行して使っていきますが、これだけのお金をかけますので、

当然５年なり１０年ぐらい、使えるところまでなるべく使いたいというふうには考えております。 

 あと、給食のほうの３，８００万円なんですが、これについては物価高騰分について、食材費

の物価高騰があります。当然燃料費も上がっていますので、業者が配送しますので、そういうの

も多分食材費にはね返ってきていると思います。そういったのがある中で、その分は単純に給食、

今回の臨時的な物価高騰分について、保護者の皆さんの給食費に転嫁するのではなく、公費を投

入して保護者負担を、軽減を図るということで考えております。 

 金額については、年間の予算として持っているのが３億８，０００万円、ちょうどその１０％

分を今回計上したという形でございます。 

 一応消費者物価指数のほうも、我々ちょっと毎月追っているんですが、今見られるのが、７月

分というのが出ているんですが、それで見ると、食糧費が昨年度に比べて４％、１０４．０とい

うことで、生鮮食料品が１０４．９というような指数になっておりますので、年度末あたりまで

見た場合、これからもまだ上がっていくでしょうから、その辺を考えて１０％分を計上しており

ます。 

 以上です。 

○黒木委員長 甲斐委員。 

○甲斐委員 再質問を２点したいと思います。 

 まず、プールのほうなんですけれども、塗装費に８００万円掛ける５校ということでよろしい

んですよね。 

 課長もそのようにお話しされていましたけれども、掛けた経費がもったいなくてしばらく使わ

なきゃいけないって話にはなると思うんですけれども、僕はずっと言っているんですけれども、

そのプール事業においての、何校あるうちの５校にプールがあって、何校がどこか移動教室にな

っているというのはよくないという持論なんです。ですので、塗装計画も大事かもしれませんけ

れども、集約化計画を前向きに進めていただきたいと思いますが、今現段階では難しいと思いま

すけれども、大体どれくらいをめどにそういうことをやっていくのかと、再度お尋ねしたいと思

います。 

 それと、自校式学校給食のほうなんですけれども、食材費高騰で１０％見て、保護者負担の軽

減ということは理解しました。何となく、これ、先ほど１回目の御説明ですと、これコロナ対策

っておっしゃっているんですよね。今は物価高騰対策っておっしゃったんです。どっちなのかと。 

 一般質問でもやったんですけれども、ほかの課もそうなんですけれども、その合算して予算を

取って、余ったら返さなきゃいけないという話ですよね、これ。コロナ対策事業費の財源確保で
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この事業を行っているのか、物価高騰対策なのか、ちょっとはっきりしてほしいんです。これは

教育委員会に限った話じゃないんですけれども、たまたま先に出ちゃったから聞いているのです

けれども、教えていただきたいと思います。 

 あまりコロナと物価高騰対策を合算するのは、私は好ましいと思っていませんので、何のこっ

ちゃと思っていますから、その辺もはっきりしていただきたいと思います。これ質問というか、

御説明を求めます。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼学校教育課長。 

○川真田教育委員会次長兼学校教育課長 今、大きく２点の御質問にお答えいたします。 

 まず、どれぐらいをめどに集約化っていうことなんですけれども、今スポーツ推進計画をつく

っている中で考えておりますので、この今回かけた修繕費で、５年からもうちょっと、何とか使

えるんじゃないかというふうに考えておりますので、そのぐらいの猶予期間をつくるための経費

というふうに考えております。その後は集約化のほうを考えていきたいというふうに考えており

ます。 

 あと給食のほうなんですが、これにつきましては、あくまでも近年の物価高騰対策ということ

での公費投入でございます。ただ、そこに対して交付金が充てられるという、その交付金の名称、

ちょっと今私正式なものを持ってきていないのでちょっと、かなり長い名称なんですけれども、

物価高騰というのも入った中での新型コロナウイルスの臨時交付金というのが出ておりますので、

それ、まさにこういった、それを使って給食の上昇分をなるべく保護者に転嫁しないでというこ

とも考えてくださいという文書も来ておりますので、それを充てて実施しております。 

 以上です。 

○黒木委員長 池辺委員。 

○池辺委員 すみません、私も２点。 

 先ほどの石原委員からの質問とほとんどかぶってしまう部分になるんですけれども、地域の部

活動を推進するっていうところなんですけれども、これは一つのところに集約してやるというの

はよく分かりますし、多分これ働き方改革や何かで、先生方のところを軽減、労働時間とかいろ

いろな形の部分を軽減する意味合いで、多分国のほうからこういった形でおりてきて、県のほう

のモデル事業という形で多分やるんじゃないかって思うのは理解できます。それをやるに当たっ

て、バレーボールがどこどこを、例えば、先ほど説明、ひたち野うしくで野球とか、一中でサッ

カーとか言っていましたよね。それよく分かったんですけれども、そこに集まるというのは、土

日でやるということなのですか、一つは。それとも、平日はもう部活動はやらなくて、土日だけ

ということになると、先ほどその受益者負担分でやるっていう形だったのですけれども、そうし

ますと、いろいろな部活動ありますけれども、例えば野球とかサッカーだと、例えばアントラー

ズとかなんとかのクラブチームの下のほうのクラブとかあるじゃないですか。あと、例えばこの

間優勝しました、取手シニアとか全国優勝したような、ああいったクラブチームとかがあると思

うんですけれども、申し訳ないんですけれども、ろくに資格もないような人に教わるより、どう

せお金払って教えてもらうんならそういうところに行くっていうふうな形の人もやはり出てくる
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と思うんです。同じお金払うんなら。これが、例えば、もうずっと県から予算がなくなっても、

モデル事業じゃなくなっても、牛久市のほうでお金は永久的に払っていくよ、心配するんじゃな

いよって形のものであれば続けられると思うんですけれども、例えば経済的に負担があったりな

んかで、例えば出せなくて、やむなく辞めてしまうとか、そういったことまで考えているのかと

いうのが、これが一つと。 

 あと、文化芸術課のほうなんですけれども、やはりこの不動産鑑定ですよね。これ、今までや

っていなかったのかというのが一つ不思議なことで、これ正直、何か今新たにやるということは、

何か普通に、もしかしたら、シャトー買っちゃうのかとかいう淡い期待を、自分としては抱いた

んです、これ見たときに。そういったことは全然考えていないのかっていうことを、ちょっと聞

きたいと思いました。この２点です。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼スポーツ推進課長。 

○高橋教育委員会次長兼スポーツ推進課長 池辺委員の御質問にお答えいたします。 

 まず、今回の地域移行についてなんですけれども、まず現時点で動くのは休日の活動のみで、

平日の活動はこれまでどおり学校の中で部活動として行うということに、現時点ではなっていま

す。最終的には、その平日の部活動というのも学校の先生から、手から離れて、今回モデルとし

て行うような、指導者を派遣するような形での活動になっていくかというのは、想定はしており

ますが、現時点で、今回やろうとしているものは、あくまで休日だけの移行ということでやる形

になります。 

 当然、委員からお話あったとおり、今回指導者派遣等によりまして、受益者負担を求めるとい

うことになると、やはり民間のクラブのほうがいいかとかということで、人が流れる、それも当

然考えられることではあるかと思います。 

 ただ、資格などそういったところにつきましては、あくまで学校の部活動でやっていたものを、

休日に違う指導者が入ってやる。ただ、あくまで学校の教育活動の側面も持ったまま移行するよ

うな形になりますので、先ほどの例で出ていたアントラーズとか、シニアとか、そういったとこ

ろとはちょっと一線を画すような活動になるかというふうに思っております。 

 ですので、そういったところに行きたくても、やはり、先ほど、経済的にちょっとそこは高過

ぎるとか、そういったことで、子供たちが活動できなくなってしまうというのは抑えなければい

けない、そういうことがないようにしなければいけないということで、今回、モデルにつきまし

ては県の補助があるんですけれども、今後、令和５年度以降、これを段階的に進めていくに当た

っては、現時点で確定して、国や県から何かおりてくるとかというのは、現時点ではまだ決まっ

ていない、ただ要望は出しているというのは聞いております。ですので、そういった情報をとり

ながら、できる限り、経済的に負担があって、子供たちが活動できない、参加できないっていう

ようなことはない形をとっていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○黒木委員長 文化芸術課長。 

○糸賀文化芸術課長 先ほどの御質問、２つにお答えしたいと思います。 
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 まず１つ目なんですけれども、オエノンホールディングスが完全に所有している時代、借りる

前の時代から、策定につきましてはしてくださいということで、文化庁から御指導を受けていた

ようなんですが、これまでしていなかったので、鑑定も当然かけていなかったということです。 

 今回、ちょっと遅いんですけれども、かけて、先ほど申し上げましたように、保存活用計画を

策定するというのが第１の目標ですので、ただそのためには、市としてはあらゆる可能性を模索

していかなくちゃいけないっていう必要がありますので、今後牛久シャトーを最大限活用すると

いうのも、その中には含まれてくると思いますので、それがお答えになります。 

 以上です。 

○黒木委員長 池辺委員。 

○池辺委員 再質なんですけれども、差し支えなければ、その指導者、委託している会社名を教

えていただければありがたいと思います。 

 あともう一点、それは県からのこの推薦というのか、指定みたいな形でそこにしたのかってい

う部分で、お願いします。 

○黒木委員長 教育委員会次長兼スポーツ推進課長。 

○高橋教育委員会次長兼スポーツ推進課長 現時点で、まだ委託先というのは決定しておりませ

ん。基本的に今考えているのは市内のスポーツ団体、民間のスポーツ団体をお願いしたいという

ふうに考えてはおります。 

 別に、そこについては、県のほうからここを使ってくれとか、そういった話ではございません。

現在市内にあるスポーツ団体として、ミラクルスポーツ・キングダムというのが田宮町にあるか

と思うんですけれども、あちらのほうに相談をさせていただきながら現在進めているというとこ

ろになっております。 

 以上です。 

○黒木委員長 市川委員。 

○市川委員 一点だけお聞きします。 

 プール改修の件ですが、５校ということで、４，０００万円。 

 県内の施設のちょっと例見ていると、稼働率、下妻なんかだと、１１校があって２９％で、集

約化して６７％に持っていくということで、１１校を５校に集約するというふうな計画で今現在

行われていると。３０年間で４億５，０００万円ですか、削減をしていくということなんですが、

私が子供の頃、最低限、小学校の６年間の中で、２５メートルプールを泳げるという前提でやっ

てきました。それは、必然的に自分の身を守るということも含まれていると思います。やはり水

の危険性ということが重々、牛久は、そういうことで不慮の事故があったというのはお聞きして

おりますが、これ教育現場のトップと事務方として、今後そのプールの在り方、今どういうふう

に考えているのかお聞きしたいと思います。 

○黒木委員長 その件について、いいですか。先ほどあまり拡大した質問をしないようにってい

うことだったのですが、答弁いただけますか。 

 教育委員会次長兼学校教育課長。 
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○川真田教育委員会次長兼学校教育課長 学校プールについては、もう前々からいろいろな議論

になっておりますのは、結局使える期間が、下妻のほうで屋根かぶせたりとかそういう例も我々

視察はしてきているんですが、普通のむき出しのプールですと、大体梅雨明けの６月終わりとか、

７月頭ぐらいから夏休み前ぐらいまでの期間しか使えないといった中で、例えば改築するとなっ

た場合には２億円から２億５，０００万円、屋根のない普通のプールでかかってしまうというと

ころから、やはり費用対効果が非常に悪いというところを課題として考えております。 

 そういった中では、やはり集約化をして、当然集約化すれば、使える期間が長いものを考える

しかありませんので、そういった考えを持つかどうかということで、何度も検討をしているとこ

ろです。もしくは各学校に置いたまま、補修をしながら使っていたほうが安いのかという検討も

一方でしております。 

 そういった中で、やはり全体的に老朽化がかなり進んでおりまして、今回、来年のプール授業

をやはり確保するためには、一定の手は加えないとちょっとまずいだろうというところで計上さ

せていただいております。 

 プールの指導の手引がありまして、当然危険、水難の危険というところからいくと、やはりそ

の部分は必ず毎年やらなきゃいけないというのは、手引きのほうにもあります。ただ、それにつ

いては、今のところ座学で済ませているという状況ではありますが、やはり、できればその実技

も踏まえてもちろんやったほうがいいわけですので、今コロナという別の要因でちょっと実技は

控えているという状況ですので、来年を見据えて、今回修繕をしておくという考えです。ちょっ

と、お答えになっているかどうか。 

○黒木委員長 教育長。 

○染谷教育長 プールの授業なんですが、やはり本来は子供たちが泳げるようになればいいとい

うのと、必ず学校でやることは、着衣水泳っていうのを必ずやります。災害のときに、洋服を着

て水に溺れるということのための実施をしています。そういう意味では本来プール指導が必要な

んですが、状況によってはやらなくてもいいという状況があります。 

 ただ、スポーツジムあたりに委託するにも、どこのスポーツジムももう満杯で、委託が受入れ

られないような状況があったりして、今後どうするかという話がありまして、よその市町村の中

には宿泊学習みたいな形でどこか行って、集中的に泳いでくるというのもありますが、具体的に

はやれる範囲で少しやってくというのが今の現状であります。 

 以上です。 

○黒木委員長 市川委員。 

○市川委員 今の現状は、本当に子供たち、実際プールで授業をやっていると、ほぼ天候に左右

されて、厳しい状況だと思うんです。私が例に出しております下妻が11校から５校に集約して、

もう早々に取り組んでいると。現状は、今各学校、本当に何年か前ですけれども、夏休みの間に

ボランティアでプール監視員という形でやって、何日間かプール水泳やったのも事実ありました。 

 ただ、要するに、さっき言ったのは、今言った、教育長が言った着衣水泳、やはり身を守ると

いうことを前提に考えたときに、そこから先の競技、競泳とかっていくとなればスイミングスク
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ールへ行けばいいだけの話なんです。ただ、学校としての役割として、プールの授業っていうの

はすごく大事だと思うんです。だから、早々に集約化をして使えるところを使っていく、そこま

での、今これ８００万円掛ける５校、それが現時点ではベストな方策であれば全然いいんですけ

れども、そこら辺をもう少し、そのプールに対しての、少し、ちょっと価値観というのが薄れて

いるような気がしてならなくて、ちょっと今回はそういうふうな形で質問させてもらったので、

できるところは早急にもうどんどん手を入れていっていただければと思いますので、これは答弁

は結構です。 

○黒木委員長 ほかに質疑及び意見のある方、挙手をお願いします。加川副委員長。 

○加川副委員長 手短に、３点ほどお伺いします。 

 予算書の１７ページ、０１０４中学校施設改修、こちらでございますが、遊具の総点検をされ

たということですが、こちらなぜ遊具の点検をされたか。校舎内の点検はされなかったのかにつ

いてお伺いします。 

 続いて、予算書の１９ページ、０１１３、先ほど何名かの委員の方が質問されたので、ちょっ

と一部重複するようで恐縮ですが、地域部活動推進について、サッカー、女子バレー、野球部、

なぜこの３点のスポーツに絞られたのかということと、現実、学校の部活動は、シニアチームや

クラブチームに入っている運動部の子は兼部できないということになっております。それで、こ

のように地域部活動が土日に移行し、さらに受益者負担となった場合、どちらに入ったらいいか、

形骸化してしまうのではないかと。いわゆる学校の主要の運動部が地域移行して、土日にまた別

のコーチがつくということになると、もう普通の部活はやらなくてもいいかっていう考えの方と、

シニアチームだけにしたほうがいいのか、シニアチームをやめてこちらに行ったほうがいいのか、

その土日の部活のすみ分け、こちらについてどうお考えなのかということをお伺いします。 

 もし、例えば３つのクラブチーム、３つの運動部以外で、ほかに選択はなかったのか。現に今

のソフトテニスとか、武道館ができたので武道とか、さらにプール改修なので水泳部はどうかと

いう意見が、実際に子供たちからは上がっております。こちら、地域部活動の推進についてお伺

いします。 

 あと、最後に１点なんですが、０１０１自校式学校給食、こちら保護者に負担を求めず、給食

費の値上げをせずということで、大変ありがたい事業なんですが、子供たちに聞くところによる

と、例えば給食の内容が、カロリーの計算上は足りていることになっているが、大変見た目、そ

れから貧しくなっているということなんです。 

 その例を具体的に挙げさせていただきますと、先日のある学校の給食に、コッペパンと焼きそ

ばというメニューがございましたが、コッペパンがどう考えても従来のサイズの３分の２以下で

あると。ただ、その分麺が増えていた気がする。また、フルーツポンチという給食がございまし

たが、ミカンが３つだけだったということで、１クラスに１缶だけフルーツポンチが配られてい

る。さらに、子供たちが楽しみにしているトッピングの部分、例えば牛乳に入れるフレーバーと

かふりかけ、そういったようなものが少なくなって、食育の面で若干寂しく感じているというこ

とがございますが、この現状を把握されているかについてお伺いします。 
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○黒木委員長 教育委員会次長兼スポーツ推進課長。 

○高橋教育委員会次長兼スポーツ推進課長 加川委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、この地域移行につきまして、なぜこの３種目だったのかというところなんですけれども、

まず野球につきましては、現状でもう既に団体としての活動ができる人数がいない。１校当たり

最低でも野球は９人必要になってくるんですけれども、それが集まっていないという現状もござ

います。ですので、野球につきましては、やはりそういった試合形式といいますか、団体として

きちんとその野球の形式を練習できるような体制をやはり考えなきゃいけないのではないかとい

うことで、野球部につきましてはまず選ばせていただきました。 

 そのほかといいますか、サッカーのほうなんですけれども、サッカーもどちらかといいますと

今人数が足りていない学校もございます。また、今回一応の学校の人数を確認した中で、それな

りの人数がそろっている、先ほど野球はそろっていないところ、それからそろっているところで

活動することで、そろっていないところでの問題、そろっているところでの問題、それぞれが出

てくると思っていまして、そういった意味で、今回はサッカーのほうも選ばせていただいた経緯

もございます。 

 あと、もう一つ、女子バレーということで、今の２種目というのは、どちらかというとやはり

男の子が在籍しているのが多うございますので、男の子の意見ばかりを吸い上げるわけにはいか

ないというところもございます。その中で、各学校を、それなりにやはり人数もそろっていて、

きちんと女子バレーということで、女子の生徒に限定してやっているところがありましたので、

そこの意味で、この３種目を選定させていただいたところです。 

 先ほど委員からあったように、柔道ですとか剣道というのも、今回モデルには入っていません

けれども、今後当然令和５年度から移行するに当たってはこういうところも、当然全ての部活動

が移行されていくわけですので、今回選ばせていただいた３つの部活動で出てきた問題点ですと

か、よかった点というのを、それぞれの部活動の意向に組み込んでいけるように考えていきたい

というふうに考えているところです。 

 土日のすみ分けっていうところなんですけれども、確かに委員おっしゃるとおり、今回受益者

負担も発生してしまう場合に、民間のクラブのほうがいいんじゃないかということで、行きたい

という親御さんだったり、実際の子供たちの考えが出てくると思います。先ほど池辺委員のほう

にもお話ししたんですけれども、ただ、そういう民間のほうにも、行きたくても行かれない子供

たち、それでスポーツをやめてしまう、今度、これ今運動部活動の話になっていますけれども、

当然この後、文化部のほうも同じようなことが起こってまいります。そういったときに、やはり

一人でも多くの子供たちがそういった活動できる場というのをきちんとつくっていかなければい

けないということで、なにがなんでも民間のクラブと同じような指導、同じような成績を残すと

か、そういったところを目標とするのではなく、あくまでも子供たちの活動の場をきちんと提供

してあげるというところに着眼を置いた上で、この地域移行については活動としてやっていきた

いというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 
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○黒木委員長 教育委員会次長兼学校教育課長。 

○川真田教育委員会次長兼学校教育課長 加川副委員長の２点の御質問にお答えいたします。 

 まず遊具点検のほうなんですけれども、学校においては、遊具も含めて、あと校内も含めてな

んですが、先生方が毎月点検を行っております。点検項目はある程度決まっておりまして、そう

いったものとは別に、この点検については、遊具業者のほうに依頼しまして、毎年、年１回、全

ての学校を通しで見るという形をしております。 

 大体、引っかかってくるのはさびの発生がほとんど、外の遊具なものですから、さびの発生に

よって、これはちょっともう使わないほうがいいだろうといったものがありまして、そういった

もので撤去しているというものも過去にございます。 

 あと、学校の校舎等につきましては、これは建築基準法のほうで、３年に１回だったと思いま

す。１２条っていうやつで点検がありまして、点検、不具合箇所がばっと出されますので、それ

を、次の定期点検までの３年の間で毎年予算取りして直しているといった状況がございます。 

 あと、給食のほう、実際に出されるもののちょっと質が落ちてきたということで、ちょっと

我々もそれをちょっと恐れてこういった形を、早めに市のほうも判断していただいて、実はこの

交付金が、こういったものが充てられるというふうになる前に、まずこのままではどうしても足

らないというところで、公費投入ということを決めていただいております。 

 実際に、これは後ろのほうで足らなくなる部分の予算を今回１割増しで上げておりますが、栄

養士は当然年間予算を見ながら、やはりやりくりをしながら年間予算に収めるというのも一つの

仕事としてやっております。そういった中では、やはり調整の中で、いろいろな調整をする場合

がありますが、それがあまり目に見えるとちょっとまた問題があるんですが、ただそういったこ

とをやらないで済むように、一応この方針を決めて、予算的にはこれから取るんですが、号令と

しては夏頃の時期に、一応こういう方向性でいきますので、多少物価高騰分を見て、これまでど

おり執行して大丈夫ですというようなお話はさせていただいた中で、給食の質を落とさないよう

にというようなことは、号令はかけております。 

 ちょっと、あとは個々の学校ごとの栄養士が献立を組んでいる中での調整の話もありますので、

一律に今全ての学校が同じ献立ではないという状況です。 

 以上です。 

○黒木委員長 加川副委員長。 

○加川副委員長 それでは、最後に意見ということで申し上げさせていただきます。 

 ある中学校は、６年ぐらい前から、校舎内のある美術室に電気の配線の不具合があり、電線が

飛び出たままになり、掃除のときに非常に危険であるということを申し上げているが、なかなか

飛び出している電気配線について措置していただけない。また、図書館の床に大きな穴、へこみ

があるため、そちらにカーペットを敷いて、テーピングをして、掃除のたびに子供たちがつまず

いているという現状がありますので、これを何とかしてほしいといった実態がありますので、校

舎内についてよろしくお願いいたします。 

 続けて、地域部活動ですが、現状なぜ人数が割れているかといいますと、ほとんどの理由がシ



 

 - 32 - 

ニアチーム、クラブチームに子供たちが入ってしまっているからです。野球部やサッカー部は、

先ほど別の委員の方も申し上げていましたが、強くなりたい、実力のある子は無理をしてでも違

うところで、テストを受けて入っているという現状がありますので、兼部できないといったそも

そもの理由をまずちょっと見直していただいて、人数、そうすると確実にそろうのではないかと

いうふうに考えますので、よろしくお願いします。 

 また、最後の学校給食ですが、ほとんどの子供たちに聞き取りをして、足りなかったメニュー

は輸入食材でございます。フルーツの缶詰、それから輸入小麦を使ったもの、これをなるべく地

産地消型、そういったものに、細かく丁寧に業者を見直していくことで、地域で実は余っている

食材あるかと思うんです。よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○黒木委員長 今の御意見は、要望としてでよろしいんですね。 

 ほかに質疑、御意見のある方ありませんね。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で教育委員会所管の質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで、執行部説明員の入替えをいたしますが、再開は１時１０分としたいと思います。 

午後０時０３分休憩 

                                    

午後１時１０分開議 

○黒木委員長 全員おそろいのようなので、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 午前中の経営企画部、総務部、市民部所管の案件審査において、北島委員から執行部に対して

請求のあった資料について、執行部から光熱水費、電気料を、当初予算比較の資料提供がありま

したので、サイドブックの予算常任委員会フォルダ内に掲載いたしました。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 次に、保健福祉部所管の案件について審査を行います。 

 本委員会に付託されました保健福祉部所管の案件は 

 議案第３７号  令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号） 

 議案第３８号  令和４年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第４０号  令和４年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第４１号  令和４年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第４５号  令和４年度牛久市一般会計補正予算（第５号） 

 以上５件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 議案第３７号について、提案者の説明を求めます。保健福祉部次長兼健康づくり推進課長。 
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○渡辺保健福祉部次長兼健康づくり推進課長 健康づくり推進課所管の補正予算について御説明

いたします。 

 初めに、歳出です。 

 １４、１５ページ、２段目の枠内を御覧ください。 

 款４衛生費項１保健衛生費目１保健衛生総務費０１０２保健センターを維持管理する。需用費

２３０万５，０００円の増額補正となっております。こちらは、電気料金の値上がり見込みによ

るものです。電気使用料につきましても、常時使用する部屋が、保健センター事務室以外に、運

動指導室及びリハビリ室が、新型コロナ関連の給付金やコールセンター設置により、常時使う部

屋として増えたこともあり、電気代の増加を見込んだものです。 

 続きまして、その下の０１１０新型コロナウイルス感染症予防接種を実施する。総額で２億８，

８０８万円の増額補正となっております。こちらは令和４年７月２２日付、厚生労働省からの事

務連絡で、オミクロン株に対応した新型コロナワクチンの接種体制確保の通知により準備を進め

るための役務費と委託料を合わせて１億８，８４４万２，０００円と、令和３年度接種対策費国

庫負担金及び接種体制確保事業費国庫補助金の返還金として９，９６３万８，０００円、合わせ

て２億８，８０８万円の増額補正となっております。 

 予防接種準備として、国通知では、対象者は、初回接種を完了した１２歳以上の者であるため、

初回接種である１回目、２回目を完了したおよそ７万２，０００人を対象に通知発送準備、ワク

チン接種料金等を計上しております。 

 オミクロン株に対応したワクチン接種も国の１０分の１０補助となりますので、歳入につきま

しても、準備金としての１億８，８４４万２，０００円、同額を計上しております。 

 以上となります。 

○黒木委員長 社会福祉課長。 

○石塚社会福祉課長 社会福祉課所管の補正の内容について御説明いたします。 

 お手元の資料１２、１３ページの中段の一つ下を御覧ください。 

 款３項１目１の０１１４地区社協活動を推進するにつきましては、地区社協事務所、計６か所

の光熱水費の高騰による需用費６９万７，０００円の増額補正及び牛久小地区社協事務所、旧上

町保育園跡地、こちらの北側の敷地ののり面が崩れてしまいまして、雨水用のＵ字溝がずれてし

まっております。危険を伴うことから、土留め等の補修工事費７７万円の増額補正でございます。 

 次、その下、枠の一番下です。款３項１目１６の０１０１総合福祉センター施設を維持管理す

るにつきましては、電気料の高騰による需用費５１３万７，０００円の増額補正でございます。 

 以上でございます。 

○黒木委員長 保育課長。 

○橋本保育課長 保育課所管の補正予算につきまして御説明いたします。 

 保育課の補正予算は、コロナ禍における原油価格、物価高騰に対応するための公立保育園の需

要費の増額と、民間保育施設へ給食費を補助するものとなっております。 

 資料の１２ページ、１３ページを御覧ください。 
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 一番下の枠になります。 

 款３民生費項２児童福祉費目３保育園費０１０４公立保育園で給食を提供する、こちらの需用

費３４万２，０００円は、給食調理用のガスの高騰分として見込んでおります。 

 その下、次、０１０７公立保育園施設を維持管理する、こちらの需用費５０４万２，０００円

は、電気料とガス料の高騰を見込んで増額するものとなっております。 

 続きまして、資料の１４ページ、１５ページを御覧ください。 

 一番上の枠になります。 

 款３民生費項２児童福祉費目３保育園費０１１０保育園で新型コロナウイルス感染症対策を実

施する、こちらの負担金補助及び交付金の原油価格物価高騰等総合緊急対策補助金、こちらの１，

１０５万８，０００円と、続きまして、資料の１８、１９ページになります。一番上の枠になり

ます。款１０教育費項４幼稚園費目１幼稚園費０１０７幼稚園で新型コロナウイルス感染症対策

を実施する、こちらの負担金補助及び交付金のうち、原油価格物価高騰等総合緊急対策補助金、

こちら４５３万６，０００円、こちらにつきましては、物価高騰に直面します市内民間保育施設

に対しまして、これまでどおりの栄養バランスや量を保った給食提供を維持していただくための

補助金となっております。こちら、財源は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用します。 

 以上です。 

○黒木委員長 高齢福祉課長。 

○宮本高齢福祉課長 高齢福祉課の宮本です。よろしくお願いいたします。 

 一般会計補正予算のうち、高齢福祉課所管分につきまして御説明申し上げます。 

 まず歳入につきまして、８ページ及び９ページを御覧ください。 

 款１５国庫支出金項１国庫負担金目１民生費国庫負担金の１５０万９，０００円と、款１６県

支出金項１県負担金目１民生費県負担金の７５万４，０００円につきましては、令和３年度にお

ける低所得者保険料軽減負担金の確定に伴います国及び県からの追加交付分でございます。 

 また、款１９繰入金項１他会計繰入金目１特別会計繰入金の７，５８１万４，０００円につき

ましては、令和３年度介護保険事業特別会計の確定精算に伴いまして、市負担分を一般会計へ繰

入れるものでございます。 

 次に、歳出につきまして、１２ページ及び１３ページを御覧ください。 

 款３民生費項１社会福祉費目３介護保険費の介護保険事業特別会計繰出金の３１２万２，００

０円につきましては、先ほど歳入で御説明申し上げました、令和３年度における低所得者保険料

軽減負担金の確定に伴います国及び県からの追加交付分に市負担分を加えて、介護保険事業特別

会計繰出、そのほかに会計年度任用職員の費用弁償、いわゆる通勤交通費の増加分と、システム

改修費も同じく介護保険事業特別会計へ繰り出すものでございます。 

 以上となります。 

○黒木委員長 医療年金課長。 

○石野医療年金課長 医療年金課の石野です。よろしくお願いいたします。 
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 一般会計補正予算の医療年金課所管分を御説明いたします。 

 歳入１件、歳出１件の補正となります。 

 まず歳入は、予算書８ページ、９ページを御覧ください。 

 款１６県支出金項２県補助金目２民生費県補助金節１社会福祉費補助金の医療費補助金過年度

精算金６，００８万１，０００円につきましては、確定した令和３年度医療福祉費、いわゆるマ

ル福の実績に基づきまして、前年度県補助金既収入額との間に生じた収入不足差額を精算金とし

て県から受け取るものでございます。 

 次に、歳出は、１２ページ、１３ページを御覧ください。 

 款３民生費項１社会福祉費目１４後期高齢者医療給付費、事業０１０１後期高齢者医療事業特

別会計繰出金の１３万８，０００円につきましては、後ほど御説明いたします後期高齢者医療事

業特別会計にて計上した事務費用の財源として繰り出すものでございます。 

 説明は以上です。 

○黒木委員長 以上で提案書の説明は終わりました。 

 これより議案第３７号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は御発言願い

ます。甲斐委員。 

○甲斐委員 よろしくお願いします。 

 １５ページの０１０１の保育園で新型コロナウイルス感染症対策を実施するに関連しての３点

の質問であります。 

 まず、民間保育園の給食費の食材費高騰分の補塡等の御説明がありましたが、いつからいつま

での期間での食費が該当するのか御確認をさせてください。それと、食材費の高騰分の算出根拠

をお示しいただければと思います。 

 あと１点、保育園の中で、自校式というか、自分のところでつくっているところばかりではな

くて、業者に委託しているところもあると思いますが、そのようなところの扱いはどういうふう

な補塡になっているのか確認をとりたいと思います。 

 通告どおり３点でございます。 

○黒木委員長 保育課長。 

○橋本保育課長 まず、この補助がいつからいつまでかということですけれども、令和４年度分

になります。 

 それから、この根拠ですけれども、１食当たり２０円ということで計算をしているのですが、

まず消費者物価上昇分、これを、どれぐらい上がるかということで予測を立てているのですが、

年間で１０％上がるかということで、公立の給食の賄い費、こちらを基に１食２０円上がるとい

うことは算定させていただいています。これに、それぞれ保育園、幼稚園、人数分を掛けまして、

それを基準額ということで、今回の補正額とさせていただいています。 

 あと、業務委託をしている園に対しましても、こちら対象としております。上昇分について、

基準額内で補助をするような形で考えております。 

 以上となります。 
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○黒木委員長 ほかに質疑、御意見のある方ございませんか。加川副委員長。 

○加川副委員長 それでは、オミクロン株対応ワクチンについて、お分かりになるところで結構

ですのでお伺いします。 

 オミクロン株対応ワクチンの接種を予定されているということですが、このワクチンは重症化

予防効果が物すごく高いという一方で、従来のアレルギーに対する不安がある方に対してどのよ

うな対応をされるのかという、市民の方からの不安の声がありますので、このワクチンについて、

お分かりになる範囲でお願いいたします。 

○黒木委員長 保健福祉部次長兼健康づくり推進課長。 

○渡辺保健福祉部次長兼健康づくり推進課長 お答えいたします。 

 今回のオミクロン株ワクチンは、現在行っている従来型とオミクロン株対応のＢＡ１、この２

つの株を合わせたものになっております。それで、ファイザー社とモデルナ社がつくったワクチ

ンになるんですけれども、もともとこれまでもファイザー社とモデルナ社の製法でつくったワク

チンに対しては、アレルギー反応とかがある方は多くいらっしゃいました。多くではないですが、

いらっしゃいました。その方たちには、モデルナ社とファイザー社じゃない、アストラゼネカ社

とノババックス社がアレルギーに対応するということで使われております。 

 ただ、今回オミクロン株対応というものはファイザー社とモデルナ社となっておりますので、

同じくアレルギーがある方というのは、医者とよく相談をされて、どうされるか御検討いただき

たいと思います。 

○黒木委員長 ほかに質疑、御意見のある方ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 それでは、以上で議案第３７号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第３８号令和４年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

 議案第３８号について、提案者の説明を求めます。医療年金課長。 

○石野医療年金課長 医療年金課石野です。 

 議案第３８号牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、歳入２件、

歳出４件の補正で、歳入歳出それぞれ１億８，２４１万８，０００円を追加し、補正後の予算を

７７億９，０７７万１，０００円とするものでございます。 

 まず歳入は、予算書６ページ、７ページを御覧ください。 

 款４県支出金項１県補助金目１保険給付費等交付金節２保険給付費等交付金（特別会計特別交

付金）の特別調整交付金１６万５，０００円につきましては、国保事業実績報告書作成システム

の改修費用に対する１０割補助金の計上です。 

 次に、款６項１繰越金、目１節１ともに前年度繰越金の１億８，２２５万３，０００円につき

ましては、令和３年度国保特会の決算確定に伴い生じた実質収支を計上するものでございます。 

 続きまして、歳出は、予算書８ページ、９ページを御覧ください。 

 款１総務費項１総務管理費目１一般管理費、事業０１０１国民健康保険制度を適正に運用する
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の１６万５，０００円につきましては、国保事業実績報告書作成システムの改修費用の計上です。 

 また、款３国民健康保険事業費納付金、項１及び目１介護納付金分の事業０１０１県に介護納

付金分納付金を納める１，６６６万３，０００円につきましては、県による本算定後に決定され

た納付金の不足分の増額計上です。 

 また、款５項１基金積立金目１国民健康保険支払準備基金積立金、事業０１０１国民健康保険

支払準備基金積立金の１億６，５５８万４，０００円につきましては、令和３年度国保特会の決

算確定に伴い生じた実質収支の余剰金を後年度に活用するため、積立金の増額計上でございます。 

 最後に、款６諸支出金項１償還金及び賦課還付加算金目１その他償還金の事業０１０１償還金

の６，０００円につきましては、過年度分の国庫補助金の確定に伴う過大交付分の返還金の計上

でございます。 

 説明は以上です。 

 これより、議案第３８号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方、御発言願

います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で、議案第３８号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第４０号令和４年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

 議案第４０号について、提案者の説明を求めます。高齢福祉課長。 

○宮本高齢福祉課長 改めましてよろしくお願いいたします。 

 議案第４０号令和４年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について御説明申し

上げます。 

 今回の補正内容は、歳入歳出それぞれに２億１２８万３，０００円を追加して、総額を６２億

５，３２８万３，０００円とするものでございます。 

 まず、歳入につきまして、６ページ及び７ページを御覧ください。 

 今回の補正ですが、節の区分のところなどに、過年度分という文字がたくさんございますよう

に、令和３年度の精算に伴います追加交付、それから前年度繰越金が主な内容となります。その

ほか会計年度任用職員の費用弁償とシステム改修費に関する一般会計繰入金などとなります。 

 次に、歳出につきまして、８ページ及び９ページを御覧ください。 

 内容は、やはり令和３年度の精算に伴うものが主なものとなります。 

 一番下の表からの御説明になりますが、一般会計繰出金７，５８１万４，０００円は、令和３

年度の精算に伴い、一般財源分を一般会計に繰り出すものです。 

 次に、真ん中の表、償還金３，０９３万３，０００円につきましては、令和３年度の精算に伴

い、国と県に返還するものです。さらに、準備基金積立金９，４３７万４，０００円は、令和３

年度の全ての清算が終了した後、準備基金に積み立てるものです。そのほか、システム改修費と

会計年度任用職員の費用弁償の計上となります。 

 以上でございます。 
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○黒木委員長 それでは、これより議案第４０号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意

見のある方、御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 それでは、以上で議案第４０号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第４１号令和４年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を議題

といたします。 

 議案第４１号について、提案者の説明を求めます。医療年金課長。 

○石野医療年金課長 医療年金課石野です。 

 議案第４１号牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）につきまして御説明いた

します。 

 歳入１件、歳出１件の補正で、歳入歳出それぞれ１３万８，０００円を追加し、補正後の予算

を２３億４，０７６万３，０００円とするものでございます。 

 まず歳入は、補正予算書６ページ、７ページを御覧ください。 

 款３繰入金項１他会計繰入金目１一般会計繰入金、事務費繰入金の後期高齢者医療事務費繰入

金１３万８，０００円につきましては、事業費の財源として一般会計から繰り出された金額の受

入れでございます。 

 次に、歳出は、補正予算書８ページ、９ページを御覧ください。 

 款１総務費項１総務管理費目１一般管理費、事業０１０２後期高齢者被保険者の資格を管理す

るの１３万８，０００円につきましては、先ほど申し上げました後期高齢者医療広域連合の電算

処理システム専用端末、システムの専用パソコンをひたち野リフレに設置する費用のシステム借

上料の計上でございます。 

 以上です。 

○黒木委員長 それでは、これより議案第４１号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意

見のある方は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で議案第４１号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第４５号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

 議案第４５号について、提案者の説明を求めます。保健福祉部次長兼こども家庭課長。 

○飯島保健福祉部次長兼こども家庭課長 こども家庭課の飯島です。よろしくお願いいたします。 

 こども家庭課所管の追加補正の内容について御説明いたします。 

 まずは、歳出からお願いいたします。 

 事業が２つに分かれております。８ページ、９ページを御覧ください。上から２段目の大きな

枠になります。 

 事業目的としましては、茨城県独自の事業として、新型コロナウイルス感染症による影響が長

期化する中で、食費等の物価高騰等に影響を受けて困難に直面している低所得の子育て世帯を見

舞う観点から、特別給付金を支給するものです。 
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 款３民生費項２児童福祉費目２児童措置費の０１０７低所得の子育て世帯に対する生活応援特

別給付金を支給する事業で４，８０３万９，０００円を計上しております。 

 まず、３節の職員手当７５万８，０００円、こちらは給付金事務に想定される職員の時間外手

当でございます。 

 次に、１０節需用費１７万４，０００円、こちらは通知書用のコピー用紙やチラシの色上質紙

などの代金となっております。 

 続きまして、１１節の役務費、こちら６２万４，０００円は、通知書の郵送代金と振込手数料

でございます。 

 １２節委託費１７３万３，０００円は、基幹システムの改修費用となっております。 

 そして、１９節扶助費といたしまして４，４７５万円を計上しております。こちらは給付金の

本体部分です。給付額は児童１人当たり５万円で、８９５人を想定しております。 

 続きまして、同じく款３民生費項２児童福祉費目２児童措置費の０１０８低所得のひとり親世

帯に対する生活応援特別給付金を支給する事業で、４，９０６万５，０００円を計上しておりま

す。こちらの職員手当６０万７，０００円、こちらも給付金事業に想定される職員の時間外手当

です。需用費のほう、１５万６，０００円は、こちらも通知書用のコピー用紙やチラシ用の色上

質紙などの代金となっております。役務費６２万４，０００円については、通知書の郵送代金と

振込手数料です。委託費１６７万８，０００円は、基幹システムの改修費用となっております。

最後に、扶助費、１９節ですが、４，６００万円を計上しております。こちらは給付金本体部分

です。給付額は児童１人当たり５万円で、９２０人を想定しております。なお、財源につきまし

ては、どちらの事業も１００％県補助金となりますので、６ページ、７ページの歳入を御覧くだ

さい。 

 款１６県支出金項２県補助金目２民生費県補助金節２児童福祉費補助金、低所得子育て世帯生

活応援特別給付金事業費補助金、事業費部分が４，４７５万円及び事務費分３２８万９，０００

円。低所得ひとり親世帯生活応援特別給付金事業費補助金、事業費分４，６００万円及び事務費

３０６万５，０００円を計上しております。 

 以上となります。 

○黒木委員長 社会福祉課長。 

○石塚社会福祉課長 社会福祉課所管の補正の内容について御説明いたします。 

 お手元の資料８及び９ページの上段を御覧ください。 

 款３項１目１の０１１８住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業を清算するにつきまして

は、令和３年度の給付事業費確定に伴う国庫返還金３，１７５万４，０００円の補正計上でござ

います。令和３年度の実績としましては、４，１８１世帯へ給付を行いました。 

 以上です。 

○黒木委員長 これより、議案第４５号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある

方は御発言願います。石原委員。 

○石原委員 社会福祉課長に、１点だけ確認します。 
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 今御説明ありましたけれども、随分国への返還金が多いということなんですが、簡単にどうい

う理由なのでしょうか、御説明を願えればと思います。 

○黒木委員長 社会福祉課長。 

○石塚社会福祉課長 お答えします。 

 当初積算する見込み、対象者の積算の上で、住民税非課税世帯、それから、その中には未申告

者という税の情報が分からない方もおりまして、想定された数よりも分からない部分のほうを上

積みといいますか、多めに取っていたというところが、今回の返還額の大きさにつながったと思

われます。 

 以上です。 

○黒木委員長 ほかに質疑、藤田委員。 

○藤田委員 低所得者の子育て世帯と独り親世帯、これに対して対象者のほうの周知方法と、あ

と申請であるんであれば申請方法。いつ頃支給予定なのか。この３点お願いいたします。 

○黒木委員長 保健福祉部次長兼こども家庭課長。 

○飯島保健福祉部次長兼こども家庭課長 まず、周知方法につきましては、申請不要のプッシュ

給付の方については、こちらから個別通知を送付いたします。また、要申請部分につきましては、

広報誌１１月１日号を掲載予定としております。また、メールマガジン、ホームページのほうを

行いたいと思っております。 

 それから、申請方法につきましては、まず独り親世帯以外分のほうは、プッシュ給付の部分は

申請は要らないんですけれども、こちらは令和４年９月分の児童手当、または特別児童扶養手当

の支給を受けている方で、令和４年分の住民税均等割が非課税である方、こちらは申請は要りま

せん。申請の要る方は、対象児童、令和４年３月３１日時点で１８歳未満の子の養育者であって、

次のいずれかに該当する方。令和４年度分の住民税均等割が非課税である方、新型コロナウイル

ス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和４年度分の住民税均等割が非課税である方と同様の

事情にあると認められる方、こちらが家計急変者の方となります。 

 独り親世帯分のほうですが、こちら低所得の独り親の、こちらは令和４年９月分の児童扶養手

当の受給者、この方については申請不要で、プッシュ給付となります。申請が必要な方は、公的

年金受給者、公的年金を受給していることにより令和４年９月分の児童扶養手当の支給を受けて

いない方、児童扶養手当に関わる支給制限限度額を下回る方に限ります。 

 家計急変者といたしまして、令和４年９月分の児童扶養手当は受給していないけれども、新型

コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、収入が児童扶養手当を受給している方と同

じ水準となった方、こちらは要申請となります。 

 いつ頃支給かということですけれども、まず県の支給案のほうが、今のところ届いているとこ

ろを見ますと、１１月以降の支給という条件がありました。 

 まず、プッシュ給付のほうにつきましては、なるべく１１月以降の早いうちに支給してあげた

いと考えているもので、１１月中には支給したいと考えております。また、要申請の方につきま

しては、申請があっての支給となりますので、その都度、ある期間まとめて支給するようになる
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と思います。 

 以上です。 

○黒木委員長 藤田委員。 

○藤田委員 家計急変っていうところの部分なんですけれども、子育て世帯の場合はどこまで、

この書類が、また家計急変の何か書類が必要なのか。また独り親の場合は、児童扶養手当を基準

と考えて、家計急変というところまで落ちたというようなところで、書類等はその場合も必要な

のか、どこで事実関係というのですか、そこを、急変したというところをどう見るのかっていう

ところを再度教えてください。 

○黒木委員長 保健福祉部次長兼こども家庭課長。 

○飯島保健福祉部次長兼こども家庭課長 今までの給付金を見ますと、やはり家計が急変になっ

たという計算が必要になるものですから、また必要になるとは思いますが、現在まだ県のほうで

この給付金については審議中、今の県の議会で審議中です。なので、決定した、このようなもの

が必要ですという、きちんとしたものがまだ手元には来ていないので、多分同じように、県の、

去年とかの、去年とか今やっている国の給付金などと同じように、家計急変の場合は、そのよう

な資料も必要になると思われます。 

 手元に、県から来たときには、ホームページやお手紙等で詳しくお伝えいたしますので、それ

までちょっとお待ちいただくようになると思います。 

 以上です。 

○黒木委員長 ほかに質疑及び意見のある方ございませんか。池辺委員、大丈夫だね。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で保健福祉部所管の質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで、執行部説明員の入替えを行いますので、暫時休憩いたします。再開は１４時５分とい

うことでお願いいたします。それでは暫時休憩いたします。ご苦労さまでした。 

午後１時５３分休憩 

                                    

午後２時０５分開議 

○黒木委員長 それでは、皆さんおそろいのようなので、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、環境経済部、建設部等所管の案件について審査を行います。 

 本委員会に付託されました環境経済部、建設部等所管の案件は 

 議案第３７号  令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号） 

 議案第３９号  令和４年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第４２号  令和４年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 以上３件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 
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 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。議案第３７

号について、提案者の説明を求めます。環境政策課長。 

○飯島環境政策課長 環境政策課飯島です。よろしくお願いいたします。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）における環境政策課所管の補正内

容について御説明させていただきます。 

 歳入の補正はなく、歳出の補正となります。 

 １４ページ、１５ページの２段目を御覧いただきたいと思います。 

 款４衛生費項１保健衛生費目４環境衛生費の０１０９バイオマスタウン構想を運用するでござ

います。こちらはバイオマス施設電気料の増額補正となります。 

 昨今の電力市場価格の高騰によりまして、契約していた新電力会社からの契約の更新ができな

い旨通達があり、ほかの電力会社にも問合せをしましたが、新たな契約はできないとの回答であ

ったため、７月から東電の最終保障供給制度に切替えたことにより、電気料金が値上がりした分

を補完するため、バイオマス施設の電気料を当初の２０３万円から１６１万９，０００円増額す

るものでございます。 

 環境政策課における補正内容は以上になります。 

○黒木委員長 廃棄物対策課長。 

○岩瀬廃棄物対策課長 廃棄物対策課の岩瀬です。よろしくお願いいたします。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）のうち廃棄物対策課所管の説明を

いたします。 

 補正予算書１４ページ、１５ページを御覧ください。 

 款４衛生費項２清掃費目２じんかい処理費０１０２清掃工場を維持管理する、こちらはクリー

ンセンターにおける会計年度任用職員の人件費と、施設稼働に伴う電気料金及びガス料金の増額

補正になります。光熱費は、原油価格高騰などの影響を受け、燃料単価が上昇しており、特に電

気については、現在契約をしている電力会社が事業継続することができず撤退することとなり、

契約更新を行うことができないため、供給会社を１０月以降東京電力とし、電気最終保障供給へ

変更することとなったため、契約単価の大幅な上昇が発生するなどのことから、電気及びガス料

金として１億５００万円、事業全体で１億７７３万４，０００円を増額補正するものになります。 

 廃棄物対策課の説明は以上になります。 

○黒木委員長 環境経済部次長兼商工観光課長。 

○大徳環境経済部次長兼商工観光課長 商工観光課の大徳です。よろしくお願いいたします。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）のうち商工観光課所管のものにつ

いて御説明をさせていただきます。 

 歳出予算の補正でございますが、１４ページ、１５ページをお開きください。 

 款７商工費項１商工費目２商工業振興費の０１０１中小企業に資金融資の助成をする事業の牛

久市事業者支援一時金は、茨城県のまん延防止等重点措置に伴う営業時間短縮要請や不要不急の

外出自粛要請の影響により減収となり、茨城県事業者支援一時金の支給を受けた事業者に２０万
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円を給付するもので、１億円を新規計上しております。 

 なお、当課におけます歳入予算の補正はございませんが、予算書戻っていただきまして、８ペ

ージ、９ページを御覧いただきたいと思います。 

 款１５国庫支出金項２国庫補助金目１総務費国庫補助金の新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金１０分の１０の２億７，１２６万７，０００円のうち１億円を牛久市事業者支援

一時金の財源として充てることを予定しています。 

 商工観光課は以上でございます。 

○黒木委員長 農業委員会事務局長。 

○榎本農業委員会事務局長 農業委員会事務局榎本です。よろしくお願いいたします。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）のうち農業委員会事務局所管の内

容について御説明させていただきます。 

 まず歳入について御説明いたします。 

 資料の８から９ページ、上から４段目を御覧ください。 

 款１６県支出金項２県補助金目４農林水産業費県補助金節１農業費補助金、農業委員会交付金

（定額）、農地利用最適化交付金として、補正額３万７，０００円となります。これは、農地利

用最適化活動に使うタブレット３台分のシステムの使用料及び通信料について、全額を国からの

補助金で賄われることとなり、県を経由して、必要台数分を県の補助金として支出されることに

なったことによる歳入となります。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 資料の１４から１５ページ、４段目を御覧ください。 

 款６農林水産業費項１農業費目１農業委員会費０１０２農地の利用調整を行い優良農地を確保

する事業の１１役務費２万２，０００円と、１３使用料及び賃借料１万５，０００円、計３万７，

０００円です。これは、農地利用最適化活動に使うタブレット３台分の通信料及びシステムの使

用料について補正するもので、役務費はタブレット端末の通信費、使用料及び賃借料はタブレッ

ト端末のシステムの利用料となります。 

 農業委員会事務局の説明は以上となります。 

○黒木委員長 建設部次長兼都市計画課長。 

○藤木建設部次長兼都市計画課長 都市計画課藤木です。よろしくお願いいたします。 

 補正予算のうち都市計画課所管の内容につきまして御説明をさせていただきます。 

 歳出のほうになります。 

 補正予算書の１６、１７ページのほうを御覧ください。 

 上から２段目の欄になります。 

 款８土木費項４都市計画費目３公園費の０１０２公園緑地街路中を維持管理するの需用費、こ

ちら電気料で３０２万７，０００円の増額でございますが、電気料金の高騰により予算に不足が

生じる見込みとなったため補正をさせていただくものでございます。 

 その下の目６駅周辺整備費の０１０１駅周辺環境を適正に管理するの需用費、電気料９万円。
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０１０２駅昇降施設を維持管理するの需用費の電気料１７５万９，０００円。０１０３駐車場を

指定管理者により管理運営するの需用費の電気料６２万６，０００円の増額につきましても、先

ほどと同様に、電気料金の高騰により予算に不足が生じる見込みとなったため補正をさせていた

だくものでございます。 

 以上です。 

○黒木委員長 建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 下水道課野島でございます。よろしくお願いをいたします。 

 それでは、下水道課所管の内容につきまして御説明をいたします。 

 歳出になります。１６ページ、１７ページを御覧ください。１６ページ、１７ページの上から

２段目になります。 

 款８土木費項４都市計画費目２公共下水道費０１０１下水道事業会計負担金でございますが、

後ほど議案第４２号牛久市下水道事業会計補正予算におきまして御説明をいたしますが、下水道

事業会計負担金が、下水道事業会計における令和３年度決算額の確定に伴い５９１万４，０００

円の減額。下水道事業会計補助金、こちらが電気料金高騰及び決算額の確定に伴い２，０８８万

２，０００円の増額。合計１，４９６万８，０００円を増額補正させていただくものでございま

す。 

 以上でございます。 

○黒木委員長 道路整備課長。 

○加藤道路整備課長 道路整備課です。よろしくお願いします。 

 議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）のうちの道路整備課所管の内容に

つきまして御説明いたします。 

 まず、歳入のほうになります。 

 ８ページ、９ページの上から２段目になります。 

 款１５国庫支出金項２国庫補助金目６土木費国庫補助金節２道路橋梁費補助金の社会資本整備

総合交付金（防災安全交付金）の港湾系と改築系の２つの交付金でございますが、それぞれ当初

申請していた額よりも内示額が増えたため、１７５万７，０００円と４９８万２，０００円の、

合わせて６７３万９，０００円の増額補正となります。 

 次に、上から５段目、款１７財産収入項２財産売払収入目１不動産売払収入でございますが、

今年度予定していた土地売払箇所と売却見込額がそれぞれ増えたため５，１０７万８，０００円

の増額補正となります。 

 続きまして、歳出になります。 

 １２ページ、１３ページを御覧ください。 

 １段目になります。 

 款２総務費項１総務管理費目６財産管理費の０１０７未利用地を売却するの事業につきまして、

先ほど歳入で御説明しましたとおり、今年度予定していた土地売払箇所等売却見込額が増えた分

だけ、あっせん手数料として１７２万３，０００円を増額補正するものでございます。 
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 続きまして、１４ページ、１５ページの一番下の段になります。 

 款８土木費項２道路橋梁費目２道路維持費の０１０１道路施設を維持補修するの事業につきま

して、先ほど歳入で御説明しました社会資本整備総合交付金（防災安全交付金）の港湾系の交付

金が、申請していた額よりも多く内示があったため、４２０万円を増額補正するものでございま

す。 

 次に、０１０３道路照明灯を維持管理するの事業につきまして、こちら電気料金の高騰により、

道路照明灯の電気料のほうに不足が生じるため１，０００万円を増額補正するものでございます。 

 次に、款８土木費項２道路橋梁費目３道路新設改良費の０１０２狭隘道路を拡幅整備するの事

業につきまして、金額の増減はないのですが、用地費補償金から工事費のほうへ補助事業費の組

替えを行うものでございます。 

 次に、１６、１７ページの１段目となります。 

 ０１０５国土強靱化計画に基づく市道を整備するの事業につきまして、こちらも先ほど歳入で

御説明しました社会資本整備総合交付金（防災安全交付金）の改築系の交付金が、申請していた

額よりも多く内示があったため、９５０万円を増額補正するものになります。 

 以上です。 

○黒木委員長 それでは、これより議案第３７号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意

見のある方は御発言願います。北島委員。 

○北島委員 １点だけちょっとお聞きします。 

 土地の売却、これは、場所はどこで、１平米当たり幾らだったのか、よろしくお願いします。 

○黒木委員長 道路整備課長。 

○加藤道路整備課長 それでは、歳入のほうで、今年度の見込みとなった土地、収入のほうの場

所なんですけれども、全部で５か所ございます。基本的に、５か所のうち４か所については田宮

町地内、前年度開通した城中田宮線の沿線の未利用地のところになりまして、単価についてはそ

れぞれ違うんですけれども、まず１か所目が、田宮町２１０番の５というところになるんですけ

れども、こちらの単価が平米４万１９５円。こちらのほうは、今年度の６月に契約も実施しまし

て、実際支払いのほうも終わっているところでございます。 

 ２か所目が、同じく２３号線沿線になりまして、こちらのほうが城中田宮線の、２３号線の東

側になるんですけれども、単価につきましては平米当たり約４万８，０００円で入札のほうかけ

る予定でいます。 

 ３か所目が、同じく２３号線の西側についてになりまして、こちらのほうの単価が、平米当た

り約５万４，０００円という形で売払いのほうかける予定で今進めております。 

 ４か所目も２３号線になりまして、こちらのほうも平米当たり約４万８，０００円で売払いの

ほうを予定しております。 

 ５か所目が、下町のほうになるんですけれども、こちらのほうが平米当たり約３万円で売払い

の予定で今進めているところでございます。 

 単価につきましては、基本的には市のほうで買収した単価を基本にして設定しております。 
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 以上です。 

○黒木委員長 ほかに。池辺委員。 

○池辺委員 １点だけ、私のちょっと聞き違いかも分からないんですけれども、この１４ページ、

１５ページのところで、０１０９バイオマスタウン構想を運用するのところで電気料と言ったん

ですけれども、これどこの電気料なのかお伺いします。 

○黒木委員長 環境政策課長。 

○飯島環境政策課長 お答えいたします。 

 グリーンファームのところにございます、ペレットとＢＤＦの製造施設の電気料となっており

ます。 

 以上です。 

○黒木委員長 石原委員。 

○石原委員 それでは、１点だけ。 

 道路整備課長にお聞きしますが、国土強靱化計画で９５０万円ですか、道路整備上がっていま

すが、これ場所どこなのでしょうか、教えてください。 

○黒木委員長 道路整備課長。 

○加藤道路整備課長 国土強靱化に基づく道路整備で９５０万円ということで上げている路線な

んですけれども、こちらのほうが市道５３号線、城中町地内になるんですけれども、カントリー

ラインから県南水道企業団に向かう城中のほうの路線になりまして、こちらの工事のほうの予定

箇所の路線になります。 

 以上です。 

○黒木委員長 石原委員。 

○石原委員 その工事の延長はどのぐらいになるのかということと、今回だけの工事で終わるの

かどうかということ。 

 それからもう一点、その路線というか、その場所がどうしてその国土強靱化での整備の対象に

なったのかどうかということ。それについて教えてください。 

○黒木委員長 道路整備課長。 

○加藤道路整備課長 整備延長なんですけれども、全体としては約９００メートルの工事延長に

なりまして、そのうち今年度２００メートル予定していたところを、交付金の内示が増えました

ので、５０メートル延長して、２５０メートルの整備をする予定でおります。 

 あともう一点、国土強靱化の補助の位置づけということなんですけれども、牛久市の国土強靱

化の計画自体は、防災課を取りまとめしていただいて、牛久市全体でやっているのですけれども、

その中で、避難路あと交通網の整備ということで、通学路の整備というメニューがありまして、

そちらを指定している路線の中で、国の補助金の対象になっておりまして、それを基に国の補助

を使って整備という形で整備しております。 

 以上です。 

○黒木委員長 石原委員。 
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○石原委員 そうすると、２５０メートルの残りの部分ですか、７００メートルぐらいあるんで

すが、それは次年度以降も継続で整備していく予定だということで理解してよろしいですか。 

○黒木委員長 道路整備課長。 

○加藤道路整備課長 次年度以降も引き続き、継続して工事のほうは実施していく予定でござい

ます。 

 以上です。 

○黒木委員長 甲斐委員。 

○甲斐委員 １点質問します。 

 中小企業資金融資の助成の件なんですけれども、１億円の、歳入の部分の御説明をいただいて

分かったんですけれども、県にもう申請されていて、その条件は全く同じ条件でやられるってい

う事前説明は受けているんですけれども、新規があるのかないのかというのと、それと、その提

出書類が結構あったと思うんです。それは再度提出する必要性があるのかないのか。あと、市の

ほうでその管理といいますか、それはどういうふうにされていくのか。該当する会社が、情報が

出ると思うんです、２０万円の割り振りの中に。その辺の管理の仕方も教えてほしいと思います。 

 一応１億円割る２０万円ということで、これ満額、単純割り算の該当者数でいいのかどうなの

か聞きたいと思います。分かっているんですけれども、一応改めて確認の意味でお願いします。 

○黒木委員長 環境経済部次長兼商工観光課長。 

○大徳環境経済部次長兼商工観光課長 お答えをいたします。 

 まず、新規でというのはあるのかないのかということなんですけれども、この茨城県の事業者

支援、一時金を受けたということが条件になりますので、まるきり新規というのは想定しており

ませんというか、ございません。 

 提出書類につきましては、県に提出した書類と全く同じものではなく、県の一時金の受給を確

認できる書類ということで、かなり県に提出したときの添付書類よりは、市の書類としては少な

くなっています。 

 それと、こちらの管理ということなんですけれども、通常の文書管理にのっとっての管理にな

るんですけれども、これを当然個人情報というか、会社から上がってきた情報ですから、それを

外に漏らすとかそういったことはないような形での管理になろうかと思います。 

 １億円につきましては、件数は、５００を実は超えています。５００件を超えてはいるんです

けれども、その中で、何度か県の支援金の受付がありまして、重複の部分がありまして、そこの

部分というのは、県からちょっと書類をいただけていない状況なので、正確な数字については、

今まだ把握はできていないんですけれども、県からの書類を提供していただくような形をとって、

全ての事業者、該当する事業者に支給を受けていただけるように、去年はその該当事業者、去年

の補助金のときは該当事業者に全て通知を２度ずつ送ったんですけれども、そういったことがで

きれば、周知をして、支給をしたいというように考えてはおります。 

 以上です。 

○黒木委員長 甲斐委員。 
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○甲斐委員 ありがとうございました。 

 ５００社で、一応２０万円で、五、二、十で１億円を超えていく場合は全部該当していただけ

るのかどうなのかというのが再質問と、あと県でやっていた事業を自治体に落としてきたという

ことで、分かる範疇でいいんですけれども、県はもうこの事業はやらないのかどうなのか。やる

としても市町村に渡していくのかというところを確認したいと思います。お願いします。 

○黒木委員長 環境経済部次長兼商工観光課長。 

○大徳環境経済部次長兼商工観光課長 お答えをいたします。 

 もしも５００社を超えていて、１億円を超えた場合にどうするかということなんですけれども、

これまで過去２年間でも、希望する事業者には何度か補正をしたりして、満額というか、全てに

補助できるような形でやってまいりましたので、そのスタンス、同じスタンスで、該当する事業

者には補助したいと考えています。 

 それと、県はこういった事業を、この後同様の事業をやるのかやらないのかということなんで

すけれども、こちらについては、今回この県の一時金なんですけれども、まん延防止等重点措置

に伴う営業時間短縮要請や不要不急の外出自粛要請の影響を受けてというのがまず前提にありま

して、今後国の方針としても、恐らく緊急事態宣言ですとかまん延防止とかというのは、出る可

能性はかなり低くなっていると思われますので、同様な事業というのは想定できないのかとは、

推測ではありますけれども、思っております。 

○黒木委員長 ほかに質疑、御意見のある方ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 それでは、以上で議案第３７号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第３９号令和４年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

 議案第３９号について、提案者の説明を求めます。農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 農業政策課神戸です。よろしくお願いいたします。 

 それでは議案第３９号、令和４年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）について

御説明させていただきます。 

 牛久市青果市場事業特別会計補正予算書の６ページ、７ページを御覧ください。 

 歳入になります。款３繰入金項１基金繰入金目１青果市場財政調整基金繰入金節１青果市場財

政調整基金繰入金、マイナス１５０万６，０００円です。 

 その下、款４繰越金項１繰越金目１繰越金節１前年度繰越金３０１万５，０００円です。 

 次に、８ページ、９ページを御覧ください。 

 歳出になります。 

 款１総務費項１総務管理費目１一般管理費節２４積立金１５０万９，０００円です。こちらは、

令和３年度青果市場事業の決算確定において余剰額を繰入れ、地方財政法第７条の規定により繰

入れた一部を基金へ積立てするものです。 

 以上となります。 



 

 - 49 - 

○黒木委員長 これより、議案第３９号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある

方は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で議案第３９号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第４２号令和４年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 議案第４２号について提案者の説明を求めます。建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 下水道課野島でございます。よろしくお願いをいたします。 

 それでは、議案第４２号令和４年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号）の内容につきま

して御説明をいたします。 

 ８ページ、９ページを御覧いただきたいと思います。 

 ８ページ、９ページ、収益的収入及び支出の御説明をさせていただきます。 

 先に下の欄、収益的支出から御説明をいたします。 

 款２下水道事業費用項１営業費用目１汚水管渠費節１１光熱水費及び目３汚水ポンプ場費節１

１光熱水費でございますが、最近の電気料金の高騰により不足する見込みとなったことから、そ

れぞれ２万５，０００円と１，４９４万３，０００円を増額補正するものでございます。 

 次に、その下、目１０減価償却費節１有形固定資産減価償却費及び節２無形固定資産減価償却

費でございますが、令和３年度決算額確定に伴い、非現金科目ではございますが、それぞれ１，

５３４万９，０００円と２４９万６，０００円を減額するものでございます。 

 続きまして、上の欄、収益的収入でございます。 

 まずは、令和３年度の決算確定に伴う補正を御説明いたします。 

 款１下水道事業収益項１営業収益目２雨水処理負担金、こちらは８８８万２，０００円の減額。

項２営業外収益目３他会計補助金、こちらは２９６万８，０００円の増額。目５長期前受金戻入、

こちらは２１４万２，０００円の減額となります。これらは全て決算額の確定に伴う補正でござ

います。 

 次に、項２営業外収益目２補助金につきましては、先ほど支出でもお話しをしました電気料金

の高騰に伴う増額、それと令和３年度決算額確定に伴う増額を合わせまして２，０８８万２，０

００円の増額となるものでございます。 

 また、以上の補正及び決算確定に伴い、関連する財源内訳や財務諸表の修正も併せて行ってお

ります。 

 説明は以上でございます。 

○黒木委員長 これより議案第４２号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 以上で、環境経済部、建設部等所管の質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで暫時休憩し、再開後、討論、採決を行います。それでは、再開は２時５０分といたしま

す。 
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午後２時４０分休憩 

                                    

午後２時５６分開議 

○黒木委員長 ちょっと、時間前でございますけれども、全員がおそろいになりましたので、休

憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、討論がありましたら御発言願います。ありませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 なければ、以上で討論を終結いたします。 

 これより、付託されました７件の議案につきまして、順次採決いたします。 

 採決は挙手により行います。 

 まず、議案第３７号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第４号）は原案のとおり決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○黒木委員長 挙手全員であります。よって、議案第３７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３８号令和４年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は原案の

とおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○黒木委員長 挙手全員であります。よって、議案第３８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３９号令和４年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）は原案のとお

り決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○黒木委員長 挙手全員であります。よって、議案第３９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４０号令和４年度牛久市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は原案のとお

り決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○黒木委員長 挙手全員であります。よって、議案第４０号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４１号令和４年度牛久市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は原案

のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○黒木委員長 挙手全員であります。よって、議案第４１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４２号令和４年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号）は原案のとおり決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○黒木委員長 挙手全員であります。よって、議案第４２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４５号令和４年度牛久市一般会計補正予算（第５号）は原案のとおり決すること

に賛成の方の挙手を求めます。 
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        〔賛成者挙手〕 

○黒木委員長 挙手全員であります。よって、議案第４５号は原案のとおり可決されました。 

 以上をもちまして、本委員会に付託されました案件審査は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。委員長報告書の作成は委員長一任ということで御異議ありませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○黒木委員長 異議なしと認めます。よって、委員長報告書の作成は委員長一任と決定いたしま

した。 

 これをもちまして、予算常任委員会を閉会いたします。 

 大変お疲れさまでした。 

                午後２時５０分閉会 

 


